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杉
本
哲
郎
壁
画
「
舎
利
供
養
」
に
捺
さ
れ
た
「
春
江
」
号
印
に
つ
い
て

井

上
　
　
　
優

は
じ
め
に

滋
賀
県
立
琵
琶
湖
文
化
館
（
以
下
、
琵
琶
湖
文
化
館
と
表
記
）
の
別
館
一
階
北
東

壁
に
は
、
宗
教
画
家
・
杉
本
哲
郎
が
描
い
た
大
壁
画
「
舎
利
供
養
」
三
面
が
設
置
さ

れ
て
い
る
。

中
央
画
面
は
縦
三
六
七
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
×
横
三
六
八
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

の
ほ
ぼ
正
方
形
の
画
面
で
、
中
央
に
仏
舎
利
を
奉
安
す
る
舎
利
塔
を
描
く
。
舎
利
塔

を
挟
ん
で
左
右
に
は
、
像
身
各
三
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
巨
大
な
二
菩
薩
が
蓮
華
座
の

上
に
立
っ
て
向
か
い
あ
う
。
菩
薩
は
い
ず
れ
も
宝
冠
を
つ
け
、
円
光
背
を
負
い
、
条

帛
や
天
衣
、
裳
を
身
に
着
け
て
い
る
。
そ
の
う
ち
向
か
っ
て
右
側
に
立
つ
菩
薩
は
右

手
に
蓮
華
を
持
ち
、
宝
冠
に
化
仏
の
阿
弥
陀
化
仏
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
こ
と
か
ら
観

音
菩
薩
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
対
す
る
左
側
に
は
合
掌
す
る
菩
薩
が
描
か
れ
、
勢

至
菩
薩
で
あ
ろ
う
こ
と
も
推
定
で
き
る
。
両
菩
薩
の
光
背
の
さ
ら
に
上
部
に
は
天
空

を
舞
う
天
人
が
、
舎
利
塔
の
上
部
に
は
天
蓋
状
に
枝
を
広
げ
た
無
憂
樹
が
描
か
れ
、

人
面
鳥
身
の
迦
陵
頻
伽
一
対
が
樹
上
に
留
ま
る
。
舎
利
塔
の
下
部
に
は
供
花
を
さ
さ

げ
る
小
さ
な
菩
薩
一
対
も
描
か
れ
、
全
体
で
ひ
と
つ
の
大
き
な
画
面
を
構
成
し
て
い

る
。左

右
の
脇
画
面
は
各
縦
一
八
八
・
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
×
横
五
一
四
・
〇
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
と
横
長
の
画
面
で
あ
る
。
向
か
っ
て
左
側
の
脇
画
面
に
は
楽
を
奏
す
る

十
三
菩
薩
と
梵
天
像
、
右
側
の
脇
画
面
に
は
舞
踊
し
、
あ
る
い
は
蓮
華
を
捧
げ
飛
行

す
る
十
一
菩
薩
と
帝
釈
天
像
が
描
か
れ
て
い
る
。

二
〇
二
一
年
（
令
和
三
）
三
月
、
滋
賀
県
は
「（
仮
称
）
新
・
琵
琶
湖
文
化
館
基

本
計
画
」（

１
）

を
策
定
し
、
現
「
琵
琶
湖
文
化
館
」
の
記
憶
や
取
り
組
み
を
継
承
す
る

新
た
な
施
設
を
大
津
市
浜
大
津
五
丁
目
に
建
設
し
て
二
〇
二
七
年
（
令
和
九
）
度
の

開
館
を
目
指
す（

２
）

基
本
方
針
を
明
ら
か
に
し
た
。
た
だ
そ
の
段
階
で
、大
壁
画
「
舎

利
供
養
」
に
つ
い
て
は
琵
琶
湖
文
化
館
建
造
物
と
の
構
造
的
関
係
や
強
度
、
現
壁
面

か
ら
の
取
り
外
し
が
可
能
か
ど
う
か
等
の
諸
条
件
が
明
ら
か
と
な
っ
て
お
ら
ず
、
今

後
の
保
存
活
用
に
か
か
る
検
討
は
実
施
で
き
て
い
な
か
っ
た
。
二
〇
二
一
年
四
月

一
三
日
、壁
画
の
行
く
末
に
不
安
を
抱
か
れ
た
杉
本
太
郎
氏
ら
「
杉
本
哲
郎
顕
彰
会
」

の
皆
さ
ん
が
県
庁
記
者
ク
ラ
ブ
で
会
見
を
開
き
、
新
し
い
文
化
館
へ
の
移
設
を
要
望

さ
れ
た（

３
）。

令
和
三
年
度
、
県
民
や
関
係
者
か
ら
の
声
も
聞
い
て
、
県
と
し
て
移
設
の
可
能
性

に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
。
画
面
表
層
を
養
生
し
た
う
え
、
壁
画
の
脇
に
付
設
さ
れ

た
モ
ル
タ
ル
壁
に
点
検
用
の
穴
を
空
け
て
、
六
〇
年
間
明
ら
か
で
な
か
っ
た
壁
画
裏

側
の
状
態
を
確
認
し
た
。
結
果
、
伝
統
的
工
法
で
作
ら
れ
た
漆
喰
壁
を
切
り
取
り
、

琵
琶
湖
文
化
館
別
館
本
体
の
傾
斜
壁
と
は
一
定
の
空
間
を
隔
て
て
移
設
し
た
も
の

で
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ベ
ー
ス
上
に
設
置
し
て
金
属
ボ
ル
ト
や
角
材
に
よ
っ
て
固
定
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
作
品
の
基
底
材
で
あ
る
漆
喰
壁
の
構
造
は
、
竹
小
舞

に
荒
土
塗
り
を
行
い
、
裏
返
し
を
せ
ず
に
中
塗
り
、
上
塗
り
を
施
し
た
あ
と
、
漆
喰

仕
上
げ
を
行
っ
て
い
た
。
画
面
表
層
は
一
部
布
下
地
を
置
い
た
う
え
に
漆
喰
で
表
面

を
整
え
、
そ
の
上
に
直
接
墨
や
日
本
画
の
顔
料
（
群
青
、
緑
青
な
ど
の
伝
統
的
な
顔

料
。
部
分
的
に
近
代
的
な
プ
ラ
チ
ナ
泥
な
ど
も
用
い
て
い
る
）
で
描
線
や
彩
色
を
施



－18－

し
て
い
る
。
漆
喰
壁
の
厚
み
は
約
三
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
程
度
で
、
全
体
重
量
は
約

一
ト
ン
程
度
と
見
込
ま
れ
る
。
壁
画
移
送
時
に
、
裏
面
の
柱
や
貫
に
複
数
の
添
え
木

や
木
筋
交
い
を
入
れ
て
補
強
が
行
わ
れ
て
い
た
。

文
化
財
建
造
物
や
絵
画
を
保
存
修
理
す
る
専
門
技
術
者
、
な
ら
び
に
文
化
財
輸
送

の
専
門
業
者
か
ら
も
意
見
を
聴
取
し
、
参
考
と
し
て
市
場
価
値
に
つ
い
て
も
複
数
の

専
門
家
か
ら
評
価
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
い
た
。
こ
の
壁
画
を
現
在
の
壁
面
か
ら
取

り
外
し
て
安
全
に
移
設
す
る
こ
と
が
可
能
で
、
市
場
価
値
も
十
分
（
時
価

一
億
二
千
万
円
）
で
あ
り
、
か
つ
移
設
に
か
か
る
公
費
負
担
に
つ
い
て
県
民
の
理
解

が
得
ら
れ
る
も
の
と
判
断
し
た
こ
と
か
ら
、二
〇
二
二
年
（
令
和
四
）
二
月
二
八
日
、

県
と
し
て
報
道
関
係
者
向
け
に
現
地
説
明
会
を
実
施
し
、
壁
画
を
（
仮
称
）
新
・
琵

琶
湖
文
化
館
へ
移
設
し
て
保
存
活
用
を
図
っ
て
い
く
方
針
と
な
っ
た
検
討
の
結
果
に

つ
い
て
、
公
表
さ
せ
て
い
た
だ
い
た（

４
）。

筆
者
は
そ
の
調
査
過
程
で
、
琵
琶
湖
文
化
館
壁
画
「
舎
利
供
養
」
の
落
款
部
分
を

あ
ら
た
め
て
注
視
し
て
み
た
の
だ
が
、
そ
こ
に
は
学
術
上
、
極
め
て
重
大
な
問
題
が

あ
る
こ
と
に
気
付
い
た
。
画
面
中
央
下
に
書
か
れ
た
杉
本
哲
郎
の
自
筆
署
名
は
「
哲

郎
」
で
通
例
の
も
の
な
の
だ
が
、
そ
の
下
に
捺
さ
れ
た
朱
文
方
印
の
印
文
が
「
春
江

漁
夫
」
と
な
っ
て
お
り
、
署
名
（
哲
郎
＝
新
号
）
と
印
影
（
春
江
＝
旧
号
）
の
組
み

合
わ
せ
が
、
本
来
あ
り
え
な
い
矛
盾
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

詳
し
く
は
次
節
以
降
の
本
論
に
述
べ
て
い
く
が
、
そ
の
こ
と
は
、
杉
本
哲
郎
の
画

家
と
し
て
の
人
生
、
と
り
わ
け
旧
師
・
山
元
春
挙
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
従
来
の
定

説
を
見
直
す
必
要
性
を
考
え
さ
せ
る
ほ
ど
に
、
大
き
な
問
題
だ
と
い
え
る
。

本
稿
で
は
新
・
琵
琶
湖
文
化
館
へ
移
設
し
て
活
用
す
る
方
向
性
と
な
っ
た
杉
本
哲

郎
の
壁
画
「
舎
利
供
養
」
に
つ
い
て
、
も
と
は
「
来
迎
図
」
と
し
て
描
か
れ
た
別
画

題
の
作
品
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
の
う
え
で
、
落
款
の
署
名
と
印
文
の
矛

盾
に
つ
い
て
説
明
す
る
と
と
も
に
そ
の
「
矛
盾
」
の
背
景
に
つ
い
て
考
察
し
、
哲
郎

の
真
意
、
も
し
く
は
深
意
に
つ
い
て
意
見
を
述
べ
た
い
。
ま
た
、
あ
わ
せ
て
、
哲
郎

が
故
郷
に
遺
し
た
記
念
碑
的
大
作
の
価
値
に
つ
い
て
再
評
価
す
る
こ
と
で
、
新
・
琵

琶
湖
文
化
館
に
引
き
継
が
れ
る
作
品
に
さ
ら
な
る
注
目
が
寄
せ
ら
れ
る
た
め
の
契
機

と
も
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

一
、
杉
本
哲
郎
「
来
迎
図
」
と
し
て
の
作
品
成
立

滋
賀
県
立
琵
琶
湖
文
化
館
別
館
の
壁
画
は
、
現
在
「
舎
利
供
養
」
と
い
う
名
称
で

知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
名
称
が
い
つ
か
ら
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
か
明
ら
か
に
は
し

が
た
い
が
、
お
そ
ら
く
一
九
六
一
年
（
昭
和
三
六
）
三
月
二
〇
日
の
琵
琶
湖
文
化
館

開
館
時
点
で
は
、
そ
う
呼
ば
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

た
だ
し
、
作
品
が
最
初
に
描
か
れ
た
段
階
で
は
、
実
は
異
な
る
名
称
で
あ
っ
た
こ

と
に
も
注
意
を
要
す
る
。
琵
琶
湖
文
化
館
の
前
身
で
あ
る
滋
賀
県
立
産
業
文
化
館
の

壁
画
と
し
て
本
作
が
一
応
の
完
成
を
み
、
一
九
四
九
年
（
昭
和
二
四
）
一
〇
月
三
一

日
に
行
わ
れ
た
壁
画
受
納
式
の
際
に
作
者
の
杉
本
哲
郎
へ
県
か
ら
贈
ら
れ
た
感
謝
状

に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
た
。（
／
は
改
行
箇
所
を
示
す
。
本
論
中
、
以
下

杉本哲郎（1872 〜 1933）杉本太郎氏提供
滋賀県大津市出身の画家。本名・哲二郎。山元春
挙に入門して「春江」の号を与えられたが破門、
自ら「哲郎」号を名乗って活躍した。
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同
様
に
示
す
）（

５
）。

　
　
　
　

感
謝
状

杉
本
哲
郎
殿

　
　

貴
下
が
熾
烈
な
る
郷
土
愛
と
芸
術
奉
公
の
熱
誠
を
以
つ
て
滋
賀
県
立
産
業
文

化
館
に
揮
毫
せ
ら
れ
／
ま
し
た
壁
画
「
来
迎
図
」
を
受
納
し
ま
す
こ
と
は
洵
に

感
銘
に
堪
え
ま
せ
ん
。
／
茲
に
記
念
品
を
贈
り
深
甚
の
謝
意
を
表
し
ま
す
。

　
　
　
　

昭
和
二
十
四
年
十
月
三
十
一
日

滋
賀
県
知
事

服
部
岩
吉　
　
　
　

壁
画
は
描
か
れ
た
当
初
、「
舎
利
供
養
」
で
は
な
く
「
来
迎
図
」
の
作
品
名
で
呼
ば

れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
実
際
、
本
作
品
は
中
央
画
面
に
向
か
い
合
う
観
音
・
勢
至
両

菩
薩
、
左
右
画
面
に
供
養
菩
薩
群
像
が
描
か
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
基
本
的
に
阿
弥

陀
聖
衆
の
来
迎
図
と
し
て
の
構
図
を
備
え
て
い
る
。
た
だ
、
奇
妙
な
点
は
聖
衆
ら
を

従
え
て
中
心
に
本
尊
と
し
て
存
在
す
べ
き
阿
弥
陀
如
来
の
姿
が
見
当
た
ら
な
い
点
で

あ
る
。
産
業
文
化
館
時
代
に
作
成
さ
れ
た
壁
画
の
絵
葉
書
の
解
説
文
に
は
、
次
の
よ

う
に
あ
る（

６
）。

　
　
　
　

滋
賀
県
立
産
業
文
化
館
壁
画
（
杉
本
哲
郎
画
）

　
　

此
の
壁
画
は
中
央
大
壁
、
東
壁
、
西
壁
の
三
部
面
よ
り
な
る
全
横
巾
／
八
間
中

央
壁
の
高
さ
二
間
半
を
有
す
る
本
邦
随
一
の
巨
大
な
も
の
で
あ
る
。
／
当
壁
画

は
中
心
の
舎
利
塔
に
対
し
て
高
さ
十
二
尺
の
観
音
、
勢
至
両
／
菩
薩
を
侍
ら
し

め
上
部
に
飛
天
を
描
い
て
浄
土
界
を
示
し
西
壁
面
に
は
／
蓮
華
を
捧
げ
或
い
は

舞
踊
す
る
菩
薩
を
東
壁
に
は
相
和
し
て
奏
楽
す
る
／
諸
菩
薩
を
靉
靆
た
る
雲
上

に
描
き
又
右
端
に
天
を
司
ど
る
帝
釈
天
、
左
／
端
に
地
を
司
ど
る
梵
天
を
配
し

て
居
る
。
／
因
み
に
此
の
壁
画
は
竹
下
地
に
よ
り
作
ら
れ
た
在
来
の
漆
喰
壁
で

群
／
青
、
緑
青
等
の
岩
絵
具
を
以
て
直
接
壁
に
描
か
れ
た
印
度
、
中
国
の
流
／

れ
を
く
む
彼
の
有
名
な
法
隆
寺
の
壁
画
と
同
種
の
所
謂
東
洋
壁
画
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
作
品
名
を
明
示
せ
ず
図
像
を
具
体
的
に
述
べ
て
「
壁
画
」
の
説
明
と
し

て
い
る
。
解
説
は
恐
ら
く
産
業
文
化
館
学
芸
員
で
あ
っ
た
宇
野
茂
樹
氏
の
文
章
と
思

わ
れ
る
が
、
仏
教
美
術
史
の
専
門
研
究
者
で
あ
る
宇
野
氏
と
し
て
は
、「
舎
利
塔
」

を
本
尊
と
す
る
奇
妙
な
構
成
の
本
作
を
「
来
迎
図
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
は
、
ど
う
し
て

も
抵
抗
感
を
感
じ
ず
に
は
お
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

で
は
、本
作
を
「
来
迎
図
」
と
名
付
け
た
の
は
誰
か
。
先
に
示
し
た
感
謝
状
に
「
貴

下
が
」
熱
誠
を
も
っ
て
揮
毫
し
た
壁
画
で
あ
る
「
来
迎
図
」
を
受
納
す
る
と
い
う
の

で
あ
る
か
ら
、作
者
で
あ
る
杉
本
哲
郎
自
身
が
命
名
し
た
名
称
で
あ
る
に
違
い
な
い
。

た
だ
し
、
哲
郎
本
人
も
主
尊
た
る
べ
き
阿
弥
陀
如
来
の
姿
が
な
い
絵
に
つ
い
て
「
来

迎
図
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
本
来
不
自
然
で
あ
る
こ
と
は
、
重
々
承
知
し
て
い
た
。

杉
本
哲
郎
が
壁
画
の
画
題
を
決
定
し
た
事
情
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
伊
東
ひ
ろ
美

氏
が
次
の
よ
う
に
明
ら
か
に
し
て
い
る（

８
）。

　
　
　
（
前
略
）
画
題
は
、
産
業
文
化
館
と
哲
郎
の
双
方
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
。

ま
ず
こ
こ
で
の
了
解
事
項
と
し
て
は
、
壁
画
は
展
示
空
間
と
一
体
で
あ
る
と

い
う
こ
と
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
中
二
階
の
真
白
な
空
間
の
下
に
は
、
ど

の
よ
う
な
文
化
財
が
展
示
さ
れ
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
ね
ば
な
ら
な

い
。
実
は
こ
の
場
所
に
は
、
長
寿
寺
（
石
部
町
）
の
木
造
阿
弥
陀
如
来
坐
像

（
丈
六
）
を
展
示
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
だ
と
い
う
。
そ
し
て
本
尊
と

な
る
べ
き
阿
弥
陀
如
来
像
が
あ
る
以
上
、
こ
こ
に
新
た
な
本
尊
を
描
く
必
要

は
な
い
と
の
見
解
に
至
っ
た
。
そ
こ
で
こ
の
丈
六
の
阿
弥
陀
如
来
坐
像
を
本

尊
に
見
た
て
、
観
音
・
勢
至
の
両
菩
薩
を
脇
侍
と
し
て
描
く
こ
と
に
な
っ
た

の
で
あ
る
。
と
は
い
う
も
の
の
、
作
品
と
し
て
も
完
璧
を
期
す
る
必
要
が
あ

る
と
も
考
え
ら
れ
た
の
で
、
作
品
の
本
尊
は
舎
利
に
す
る
と
い
う
こ
と
で
、

画
題
は
決
着
を
み
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
記
述
は
、
伊
東
氏
が
宇
野
茂
樹
氏
か
ら
の
聞
き
取
り
に
基
づ
い
て
執
筆
し
た
も

の
で
あ
り
、
杉
本
哲
郎
と
直
接
協
議
し
て
画
題
を
決
定
し
た
宇
野
氏
の
証
言
と
し
て

確
か
な
も
の
だ
。

す
な
わ
ち
、
戦
前
期
に
武
道
場
（
武
徳
殿
）
と
し
て
建
設
さ
れ
た
建
物
を
県
が
接

収
し
て
博
物
館
（
産
業
文
化
館
）
に
用
途
転
用
し
た
際
、
文
化
財
収
蔵
庫
を
設
け
る
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た
め
新
た
に
土
壁
を
増
設
し
た
。
そ
の
真
っ
白
な
壁
に
仏
教
美
術
展
示
室
の
背
景
と

し
て
ふ
さ
わ
し
い
壁
画
を
描
い
て
も
ら
う
に
あ
た
っ
て
、
展
示
陳
列
す
る
予
定
で

あ
っ
た
巨
像
・
木
造
阿
弥
陀
如
来
坐
像
を
主
役
と
す
る
画
題
を
館
側
と
画
家
と
が
協

議
の
う
え
で
決
定
し
た
、
と
い
う
事
情
が
存
在
し
た
の
で
あ
る
。

阿
弥
陀
如
来
を
主
役
と
す
る
絵
画
と
い
え
ば
、
来
迎
図
と
な
る
の
は
自
然
な
な
り

ゆ
き
で
あ
ろ
う
。
杉
本
哲
郎
の
壁
画
は
「
来
迎
図
」
と
し
て
生
み
出
さ
れ
た
。
滋
賀

県
立
産
業
文
化
館
の
展
示
室
で
は
平
安
時
代
造
像
の
巨
像
で
あ
る
重
要
文
化
財
木
造

阿
弥
陀
如
来
坐
像
が
常
設
陳
列
さ
れ
、
そ
の
背
景
に
は
宗
教
画
家
・
杉
本
哲
郎
が
描

い
た
現
代
作
の
「
来
迎
図
」
が
描
か
れ
、
立
体
と
平
面
、
古
代
と
現
代
の
作
品
が
一

体
的
に
調
和
し
て
来
館
者
を
迎
え
る
と
い
う
、
当
時
他
に
例
の
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う

斬
新
な
展
示
空
間
が
現
出
し
た
の
で
あ
る
。

二
、
琵
琶
湖
文
化
館
へ
の
移
設
と
作
品
名
の
変
更

一
九
四
九
年
（
昭
和
二
四
）
に
、
本
県
初
の
本
格
的
な
公
立
博
物
館
で
あ
っ
た
滋

賀
県
立
産
業
文
化
館
の
壁
画
と
し
て
描
か
れ
た
杉
本
哲
郎
「
来
迎
図
」
で
あ
っ
た
が
、

作
品
を
め
ぐ
る
そ
の
後
の
歴
史
は
必
ず
し
も
安
寧
な
も
の
と
は
い
い
が
た
か
っ
た
。

一
九
五
四
年
（
昭
和
二
九
）
一
一
月
に
行
わ
れ
た
滋
賀
県
知
事
選
挙
で
、
三
期
目

を
目
指
し
て
立
候
補
し
た
現
職
知
事
の
服
部
岩
吉
が
敗
北
、
森
幸
太
郎
が
当
選
し
て

戦
後
初
め
て
県
知
事
の
交
代
が
行
わ
れ
た
。
服
部
と
森
は
と
も
に
滋
賀
県
出
身
で
、

戦
前
期
に
同
じ
立
憲
政
友
会
鳩
山
派
に
属
す
る
政
党
政
治
家
と
し
て
盟
友
的
な
存
在

で
あ
っ
た
が
、
戦
後
の
自
由
党
分
裂
に
際
し
て
袂
を
分
か
ち
、
知
事
選
挙
で
激
し
く

対
立
・
対
決
す
る
関
係
と
な
っ
た
の
で
あ
る（

８
）。

一
二
月
一
〇
日
に
就
任
し
た
森
新
知
事
は
、
早
速
人
事
の
更
迭
を
断
行
す
る
と
と

も
に
、
服
部
県
政
全
般
に
亘
っ
て
事
業
の
打
ち
切
り
や
「
修
正
」
に
着
手
し
た（

９
）。

服
部
の
発
案
で
設
立
さ
れ
た
産
業
文
化
館
に
つ
い
て
も
「
修
正
」
の
や
り
玉
に
あ
げ

ら
れ
、
就
任
後
初
の
一
二
月
県
議
会
で
森
知
事
は
、
用
途
転
用
し
て
も
と
の
所
有
者

で
あ
る
旧
武
徳
会
関
係
者
へ
返
還
す
る
こ
と
を
提
案
し
、
議
会
も
そ
れ
を
承
認
し

た（
10
）。

産
業
文
化
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
た
収
蔵
品
は
、
一
部
の
寄
託
品
を
所
有
者
へ
返
還

し
た
他
は
滋
賀
県
立
滋
賀
会
館
に
引
き
継
が
れ
て
、
場
所
を
変
え
つ
つ
公
開
活
用
さ

杉本哲郎「来迎図（舎利供養）」の制作風景　杉本太郎氏提供
1949年10月、滋賀県立産業文化館の壁画を制作する杉本哲郎（中央）と助手の村山好生（左）。
完成間近の段階で、哲郎は舎利塔下部の彩色に取りかかっている。
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れ
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
壁
画
に
つ
い
て
は
移
動
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
昭
和
三
〇

年
一
二
月
二
六
日
付
け
で
建
物
に
造
り
付
け
の
備
品
と
し
て
、
い
っ
た
ん
県
財
政
課

長
へ
引
き
継
が
れ
た（

11
）。

だ
が
、
こ
と
は
そ
れ
で
収
ま
ら
な
か
っ
た
。
そ
も
そ
も
壁
画
は
「
陳
列
場
南
側
中

二
階
に
取
設
け
る
貴
重
品
倉
庫
の
壁
面
を
利
用
し
、
平
和
を
象
徴
し
た
文
化
的
な
雰

囲
気
を
構
成
す
る
為

杉
本
哲
郎
画
伯
の
壁
画
揮
毫
を
企
画
し
た（

12
）」

も
の
で

あ
っ
た
は
ず
だ
。
平
和
と
文
化
を
象
徴
す
る
博
物
館
の
壁
画
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
哲
郎

自
身
も
「
犠
牲
的
揮
毫
」（

13
）

す
な
わ
ち
無
償
制
作
の
申
し
出
を
し
た
の
で
あ
り
、

制
作
後
わ
ず
か
五
年
あ
ま
り
で
用
途
変
更
さ
れ
た
こ
と
は
、
画
家
と
し
て
納
得
の
い

か
な
い
事
態
だ
っ
た
ろ
う
。
産
業
文
化
館
が
武
道
場
に
逆
戻
り
す
る
と
聞
い
た
哲
郎

は
、
一
九
五
五
年
（
昭
和
三
〇
）
一
二
月
六
日
に
県
庁
を
訪
れ
て
辻
田
太
一
県
議
会

議
長
と
面
談
し
て
、

「
仏
界
の
す
が
た
を
描
い
た
平
和
像
の
前
で
剣
術
を
や
ら
れ
て
は
芸
術
家
と
し

て
の
良
心
が
ゆ
る
さ
ぬ
」

と
の
思
い
を
伝
え
、
あ
え
て
転
用
を
強
行
す
る
の
な
ら
壁
画
の
処
置
に
つ
い
て
「
他

の
適
当
な
場
所
に
移
す
か
、
そ
れ
が
ダ
メ
な
れ
ば
消
し
て
ほ
し
い
」
と
要
望
し

た（
14
）。

そ
れ
に
対
し
て
県
当
局
は
当
初
、「
今
の
武
道
は
全
く
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
の
明
る

い
も
の
で
、
画
伯
の
考
え
て
お
ら
れ
る
よ
う
な
殺
バ
ツ
な
も
の
で
は
な
い
。
一
度
私

も
画
伯
に
お
あ
い
し
て
ジ
ツ
ク
リ
話
し
た
い
。」（

15
）

な
ど
と
存
置
に
つ
い
て
理
解
を

求
め
る
方
向
性
の
コ
メ
ン
ト
を
発
し
て
い
た
が
、
結
局
「
翌
年
（
一
九
五
六
年
）
春

に
切
り
取
ら
れ
、
三
井
寺
下
の
警
察
機
動
隊
に
運
搬
し
て
保
管
さ
れ
」（

16
）

る
こ
と

に
な
る
。
哲
郎
が
、情
熱
を
こ
め
た
畢
生
の
本
格
壁
画
の
大
作
を
「
消
し
て
ほ
し
い
」

と
ま
で
訴
え
た
こ
と
は
よ
ほ
ど
の
こ
と
で
、
そ
の
強
い
想
い
を
完
全
に
無
視
す
る
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

た
だ
し
、
警
察
機
動
隊
で
の
保
管
は
あ
く
ま
で
も
緊
急
避
難
的
な
、
一
時
し
の
ぎ

の
措
置
に
す
ぎ
な
い
。
そ
の
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
産
業
文
化
館
館
長
・
草
野
文
男

（
一
九
〇
六
〜
一
九
八
五
）
は
し
か
し
、
森
県
政
下
で
滋
賀
県
立
短
期
大
学
事
務
部

長
へ
異
動
と
な
っ
て
、
一
時
文
化
行
政
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
し
ま
う
。
流
れ
が
変
わ
っ

た
の
は
一
九
五
八
年
（
昭
和
三
三
）
一
一
月
三
〇
日
の
県
知
事
選
挙
で
現
職
の
森
幸

太
郎
が
敗
れ
、
服
部
岩
吉
前
知
事
が
支
持
す
る
谷
口
久
次
郎
が
初
当
選
し
た
こ
と

だ
っ
た
。
一
九
五
九
年
二
月
一
日
、
再
び
県
立
滋
賀
会
館
長
兼
産
業
文
化
館
長
の
辞

令
を
受
け
て
館
長
職
に
復
帰
し
た
草
野
は
、
着
任
し
た
二
月
早
々
「
湖
水
に
映
ゆ
る

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
天
守
閣
様
式
の
綜
合
文
化
館
建
設
計
画
を
発
企
」
し
、
滋

賀
県
立
琵
琶
湖
文
化
館
建
設
に
向
け
て
驀
進
を
は
じ
め
た（

17
）。

草
野
文
男
が
琵
琶
湖
文
化
館
の
構
想
を
深
め
て
い
く
中
で
、
彼
に
と
っ
て
も
因
縁

浅
か
ら
ぬ
「
壁
画
の
接
収
」
が
浮
か
び
上
が
っ
た
よ
う
だ
。
そ
の
具
体
的
な
時
期
は

不
明
で
あ
る
が
、
壁
画
が
設
置
さ
れ
た
別
館
一
階
が
館
蔵
の
建
築
工
事
設
計
図
（
昭

和
三
五
年
三
月
一
八
日
の
日
付
が
あ
る
）
で
は
「
水
族
館
」
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
あ
る
い
は
建
設
の
開
始
さ
れ
た
一
九
六
〇
年
（
昭
和
三
五
）
以
後
、
竣
工
ま
で

ぎ
り
ぎ
り
で
の
決
定
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
と
も
あ
れ
、
壁
画
移
設
に
つ
い
て
の
草

野
の
思
い
が
、
次
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
い
る
。

世
界
の
名
宝
法
隆
寺
金
堂
の
壁
画
が
模
写
作
業
中
に
焼
失
し
た
そ
の
昭
和

二
十
四
年
の
秋
奇
し
く
も
平
和
を
念
願
し
て
揮
毫
さ
れ
た
産
業
文
化
館
の
大
壁

画
は
殿
堂
の
転
用
に
際
し
昭
和
三
十
一
年
春
切
り
取
ら
れ
た
、
五
年
経
つ
て
琵

琶
湖
文
化
館
の
竣
功
を
前
に
し
て
私
は
そ
の
接
収
を
決
意
し
た
が
、
趣
旨
は
た

だ
壁
画
を
撤
去
し
た
彼
の
意
気
に
い
ど
み
、
ま
た
制
作
の
熱
情
と
、
す
べ
て
を

清
算
し
且
活
か
さ
ん
と
す
る
意
慾
を
実
行
に
移
し
た
だ
け
で
あ
る
、
さ
れ
ど
制

作
当
時
の
労
苦
に
も
ま
し
て
並
々
な
ら
ん
大
作
業
（
担
当
吉
田
工
業
Ｋ
Ｋ
）
で

あ
つ
た
。（

18
）

壁
画
を
撤
去
し
た
「
彼
」
と
は
杉
本
哲
郎
の
こ
と
。
草
野
館
長
は
、哲
郎
の
「
意
気
」

に
み
ず
か
ら
挑
み
、
哲
郎
の
壁
画
制
作
に
か
か
る
熱
情
を
受
け
継
い
で
、
た
だ
作
者

の
意
欲
を
実
行
に
移
し
た
だ
け
な
の
だ
と
い
っ
て
い
る
。
一
九
四
九
年
九
月
一
六
日

の
下
図
着
手
か
ら
一
二
月
一
二
日
の
「
小
間
壁
」
壁
画
完
成
ま
で
、
時
と
し
て
産
業
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文
化
館
に
仮
泊
し
、
夜
を
徹
し
て
描
か
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
壁
画
制
作
の
一
部
始
終

（
19
）

を
熟
知
す
る
草
野
館
長
な
れ
ば
こ
そ
の
発
言
で
、
草
野
が
い
か
に
画
家
・
杉
本

哲
郎
を
敬
愛
し
、
か
つ
壁
画
の
存
在
を
大
切
に
思
っ
て
い
た
か
に
つ
い
て
窺
知
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

か
く
し
て
、
壁
画
は
建
築
中
の
琵
琶
湖
文
化
館
に
運
ば
れ
る
。
一
九
六
〇
年
一
一

月
二
五
日
、
大
津
市
長
等
町
の
県
警
察
学
校
倉
庫
に
格
納
さ
れ
て
い
た
壁
画
（
中
央

画
面
）
が
野
外
に
引
き
出
さ
れ
た
。
翌
二
六
日
、
雨
の
中
を
ト
ラ
ッ
ク
に
積
ん
で
搬

送
、
琵
琶
湖
文
化
館
別
館
前
に
到
着
し
た
壁
画
は
県
財
政
課
所
管
の
起
重
車
「
ネ
ル

ソ
ン
号
」
を
用
い
て
ト
ラ
ッ
ク
か
ら
降
ろ
さ
れ
、
午
後
七
時
三
〇
分
に
別
館
へ
と
運

び
込
ま
れ
た
。
搬
入
時
に
は
通
常
の
出
入
り
口
か
ら
入
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
、
既
に

打
設
さ
れ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
躯
体
に
斜
め
の
切
り
込
み
（
ス
リ
ッ
ト
）
を
入
れ
、

そ
こ
か
ら
壁
画
を
傾
け
て
建
物
内
に
運
び
込
ん
だ
写
真
が
琵
琶
湖
文
化
館
に
遺
さ
れ

て
い
る
。
さ
ら
に
左
右
画
面
が
一
一
月
二
七
日
に
搬
入
さ
れ
、
一
二
月
一
〇
日
か
ら

一
三
日
に
か
け
て
別
館
内
で
の
掲
示
作
業
が
行
わ
れ
た
。
す
べ
て
の
作
業
を
終
え
て

一
二
月
一
八
日
に
「
壁
画
修
め
式
」
を
実
施
、
こ
れ
で
杉
本
哲
郎
の
壁
画
は
琵
琶
湖

文
化
館
に
移
設
さ
れ
た
。「
壁
画
修
め
式
」
に
は
哲
郎
の
助
手
と
し
て
壁
画
制
作
に

あ
た
っ
た
門
人
の
村
山
好
生
が
出
席
し
、
焼
香
供
養
を
行
っ
て
い
る（

20
）。

一
九
五
七
年
か
ら
六
一
年
に
か
け
て
哲
郎
は
主
な
活
動
の
舞
台
を
海
外
に
移
し
、
ハ

ワ
イ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
、
ジ
ュ
ネ
ー

ブ
な
ど
を
転
々
と
し
て
い
た（

21
）。

壁
画
移
設
に
本
人
が
立
ち
会
っ
て
い
な
い
の
は
、

恐
ら
く
海
外
に
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

壁
画
の
作
品
と
し
て
の
名
称
も
、
琵
琶
湖
文
化
館
へ
の
移
設
を
機
に
変
わ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
す
で
に
論
じ
た
よ
う
に
一
九
四
九
年
に
描
か
れ
た
当
時
、
杉
本
哲
郎

は
壁
画
の
作
品
名
を
「
来
迎
図
」
と
名
付
け
て
い
た
。
さ
ら
に
一
九
五
〇
年
（
昭
和

二
五
）
に
発
行
さ
れ
た
『
杉
本
哲
郎
渡
印
後
援
会
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
』（

22
）

に
は
哲
郎

の
代
表
作
の
ひ
と
つ
と
し
て
滋
賀
県
立
産
業
文
化
館
壁
画
「
来
迎
・
舎
利
供
養
図
」

と
い
う
名
称
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
は
「
来
迎
図
」
か
ら
「
舎
利
供
養
」
へ
と
変
わ
る

琵琶湖文化館への壁画搬入風景　滋賀県立琵琶湖文化館蔵
1960年11月26日建設中の滋賀県立琵琶湖文化館に運び込まれ、県の起重車「ネルソン号」を用いてトラックから
降ろされた中央壁画。コンクリート打設後の別館の壁を一部切り抜き、搬入しようとしている。
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な
か
の
、
中
間
的
な
併
称
段
階
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
後
、
県
の
公
式
記

録
に
は
た
だ
「
壁
画
」
と
の
み
称
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
正
確
に
い
つ
名
称
変

更
が
行
わ
れ
た
の
か
を
知
る
こ
と
は
難
し
い
。
た
だ
歴
代
の
学
芸
員
は
「
舎
利
供
養

（
図
）」
と
い
う
作
品
名
を
伝
承
し
、
現
在
も
そ
う
呼
ば
れ
て
い
る
。
琵
琶
湖
文
化
館

で
の
壁
画
は
、
別
館
一
階
に
安
置
さ
れ
て
近
現
代
美
術
展
示
室
の
背
景
を
な
す
存
在

と
な
っ
た
。
壁
画
の
前
面
に
は
旧
産
業
文
化
館
時
代
の
よ
う
に
丈
六
の
阿
弥
陀
如
来

坐
像
が
安
置
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
も
な
く
、
阿
弥
陀
諸
菩
薩
「
来
迎
図
」
と
し
て
の

意
味
を
な
さ
な
い
空
間
構
成
に
変
化
し
て
い
た
。
中
央
画
面
に
描
か
れ
た
舎
利
塔
を

諸
菩
薩
が
礼
拝
供
養
す
る
図
像
と
し
て
、「
舎
利
供
養
」
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
は
、
極
め
て
自
然
な
成
り
行
き
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

三
、
山
元
春
挙
へ
の
入
門
と
「
春
江
」
号
の
授
与
を
め
ぐ
っ
て

杉
本
哲
郎
は
初
号
を
「
春
江
（
し
ゅ
ん
こ
う
）」
と
い
い
、大
正
三
年
（
一
九
一
四
）

に
師
・
山
元
春
挙
か
ら
与
え
ら
れ
た
号
で
あ
っ
た
。「
江
」
は
江
州
出
身
の
ゆ
え
と

い
わ
れ
る（

23
）。

春
挙
門
へ
は
前
年
の
大
正
二
年
に
入
門
し
、
同
時
に
春
挙
の
画
塾

「
早
苗
会
」に
も
入
会
し
て
い
る
が
、雅
号
の
授
与
は
一
年
遅
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

春
挙
の
門
下
で
師
か
ら
「
春
」
字
を
与
え
ら
れ
た
画
家
は
、実
は
そ
う
多
く
な
い
。

門
下
四
天
王
と
い
わ
れ
る
代
表
的
画
家
・
川
村
曼
舟
、
小
村
大
雲
、
庄
田
鶴
友
、
服

部
春
陽
の
う
ち
、「
春
」
字
を
冠
す
る
の
は
春
陽
の
み
。
他
の
著
名
な
門
人
と
し
て
、

植
中
直
斎
、
勝
田
哲
、
小
早
川
秋
聲
、
柴
田
晩
葉
、
西
井
敬
岳
、
古
谷
一
晁
、
梥
本

一
洋
、
三
宅
鳳
白
、
森
公
挙
ら
が
い
る
が
「
春
」
の
付
く
号
は
あ
ま
り
目
立
た
な
い
。

春
挙
が
「
春
」
字
を
与
え
た
門
人
に
は
、
服
部
春
陽
の
ほ
か
に
山
元
春
汀
（
の
ち

に
桜
月
と
改
号
）、
疋
田
春
湖
、
中
野
春
郊
、
そ
し
て
杉
本
春
江
（
の
ち
に
哲
郎
と

改
号
）
が
あ
る
。
彼
ら
の
出
自
は
京
都
出
身
と
い
わ
れ
る（

24
）

服
部
春
陽
を
除
き
、

ほ
と
ん
ど
が
滋
賀
県
生
ま
れ
の
者
で
あ
る
こ
と
に
注
目
さ
せ
ら
れ
る
。
春
郊
に
つ
い

て
は
詳
伝
が
伝
わ
ら
な
い
が
、
山
元
春
汀
（
一
八
八
七
〜
一
九
八
五
）
は
春
挙
の
甥

（
姉
の
子
）
と
し
て
膳
所
城
下
に
生
ま
れ
、
画
学
校
に
通
わ
ず
春
挙
の
弟
子
と
し
て

ひ
た
す
ら
研
鑽
に
努
め
た（

25
）

い
わ
ば
秘
蔵
の
弟
子
。
疋
田
春
湖
（
一
八
九
一
〜

一
九
六
一
）
も
同
じ
膳
所
城
下
に
旧
膳
所
藩
士
の
子
と
し
て
生
ま
れ
、
膳
所
出
身
の

春
挙
と
は
縁
の
深
い
人
物
で
あ
っ
た（

26
）。

こ
の
う
ち
疋
田
春
湖
は
は
じ
め
大
津
来

住
時
代
の
長
谷
川
玉
純
に
師
事
し
て
「
黄
邨
」
の
号
を
与
え
ら
れ
て
い
た
が
、
玉
純

が
京
都
へ
戻
っ
た
こ
と
を
機
に
同
郷
の
山
元
春
挙
に
入
門
し
、
奇
し
く
も
春
江
と
同

じ
大
正
三
年
に
春
挙
か
ら
与
え
ら
れ
た
「
春
湖
」
に
改
号
し
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て

い
る（

27
）。

彼
ら
に
は
春
挙
と
の
地
縁
・
血
縁
関
係
が
濃
厚
で
あ
る
共
通
点
が
あ
っ

て
、
春
挙
自
身
が
近
し
い
存
在
と
し
て
認
識
し
た
者
に
の
み
「
春
」
の
字
を
与
え
た

と
い
う
考
察
も
な
さ
れ
て
い
て（

28
）、

首
肯
で
き
る
。
春
挙
は
特
別
な
感
情
を
も
っ

て
、
杉
本
哲
二
郎
（
本
名
）
に
「
春
江
」
号
を
与
え
た
の
だ
。

そ
も
そ
も
山
元
春
挙
の
号
の
う
ち
、「
挙
」
字
は
春
挙
の
最
初
の
師
で
あ
っ
た
野

村
文
挙
（
一
八
五
四
〜
一
九
一
一
）
か
ら
の
い
わ
ば
「
偏
諱
」（
一
字
拝
領
）
に
あ
た

る
。春
挙
は
文
挙
が
四
条
円
山
派
の
重
鎮
で
あ
る
森
寛
斎
に
師
事
し
た
こ
と
を
機
に
、

自
身
も
寛
斎
に
入
門
す
る
が
、近
江
国
神
崎
郡
北
庄
村
（
東
近
江
市
宮
荘
町
）
に
ル
ー

ツ
を
も
つ
近
江
商
人
の
子
・
野
村
文
挙
と
の
地
縁
を
大
事
に
し
た
春
挙
は
、
終
生
文

挙
か
ら
与
え
ら
れ
た
「
春
挙
」
号
を
大
事
に
名
乗
っ
た
。
春
挙
が
森
寛
斎
の
子
で
あ

る
森
公
挙
を
弟
子
に
と
っ
て
、「
挙
」
字
を
号
と
し
て
与
え
た
こ
と
も
興
味
深
い
。

山
元
春
挙
は
自
ら
が
近
江
人
で
あ
る
と
い
う
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
強
く
意
識
し
、

大
い
に
誇
り
に
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
う
し
た
中
で
、「
春
」
字
を
号
に
与
え
た
弟
子
が
ほ
ぼ
滋
賀
県
出
身
者
で
占
め

ら
れ
た
こ
と
は
、
決
し
て
偶
然
で
は
な
か
ろ
う
。
と
く
に
春
江
、
春
湖
、
春
汀
の
三

名
に
は
、「
春
」
字
と
と
も
に
近
江
の
象
徴
で
あ
る
琵
琶
湖
の
イ
メ
ー
ジ
が
付
与
さ

れ
た
。
師
・
春
挙
の
大
い
な
る
期
待
が
託
さ
れ
た
雅
号
で
あ
る
こ
と
に
、
論
を
俟
た

な
い
。

た
だ
、
杉
本
哲
二
郎
は
滋
賀
県
出
身
と
は
い
え
父
の
善
郎
が
滋
賀
県
属
官
で
あ
っ

た
時
期
に
県
庁
近
隣
の
大
津
市
梅
林
で
生
ま
れ
た
と
い
う
こ
と
で
、
父
は
も
と
も
と
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北
近
江
・
長
浜
町
（
現
在
の
長
浜
市
）
の
出
身
で
あ
っ
た
。
春
挙
と
同
じ
膳
所
城
下

に
生
ま
れ
て
明
ら
か
に
同
郷
と
い
え
る
春
湖
や
春
汀
と
は
師
に
対
す
る
距
離
感
が
か

な
り
異
な
っ
た
は
ず
だ
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
春
挙
は
哲
二
郎
に
対
し
て
強
い
親

近
感
を
抱
き
、
特
別
な
待
遇
を
は
か
ろ
う
と
し
た
。

哲
郎
の
評
伝
で
あ
る
正
井
尚
夫
『
宗
教
画
家
杉
本
哲
郎
の
生
と
死
』
に
は
、
杉
本

善
郎
が
子
息
・
哲
二
郎
を
伴
っ
て
京
都
高
倉
丸
太
町
の
山
元
春
挙
邸
を
訪
れ
画
塾
入

門
の
挨
拶
を
行
っ
た
際
に
、
春
挙
が
哲
二
郎
に
か
け
た
言
葉
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　
　
「
江
州
人
ら
し
ゅ
う
、
し
っ
か
り
勉
強
し
て
く
れ
や
」（

29
）

と
い
う
も
の
で
、
同
郷
の
身
内
意
識
が
よ
く
表
れ
て
い
る
。
正
井
尚
夫
は
こ
の
身
内

意
識
の
原
因
を
、
哲
二
郎
の
母
方
の
祖
父
が
滋
賀
郡
坂
本
村
（
大
津
市
坂
本
）
の
国

学
者
・
景
山
豊
樹
で
あ
り
、
春
挙
の
父
・
山
元
善
三
郎
が
豊
樹
の
弟
子
で
あ
っ
た
こ

と
に
求
め
て
い
る（

30
）。

筆
者
と
し
て
も
、
そ
う
し
た
背
景
は
肯
定
し
て
良
い
も
の

と
思
う
。
さ
ら
に
そ
の
う
え
で
、
春
挙
は
哲
二
郎
の
画
才
を
特
に
認
め
て
い
た
の
だ

ろ
う
。
入
門
前
、
す
で
に
京
都
市
立
美
術
工
芸
学
校
の
絵
画
部
に
在
学
し
て
い
た
哲

二
郎
は
何
ら
か
の
作
品
や
素
描
を
春
挙
に
見
せ
て
い
た
は
ず
で
、
春
挙
ほ
ど
の
実
力

あ
る
画
人
が
そ
れ
を
正
し
く
評
価
で
き
な
い
わ
け
も
な
い
。
春
挙
に
は
子
が
な
か
っ

た
た
め
、
ゆ
く
ゆ
く
は
哲
二
郎
を
、
同
居
し
て
い
る
「
妻
の
姪
と
結
婚
さ
せ
て
、
二

世
春
挙
に
仕
立
て
上
げ
た
い
と
、
ひ
そ
か
に
考
え
て
い
た
」（

31
）

と
も
伝
え
る
。
後

に
春
挙
が
哲
郎
を
「
破
門
」
し
た
と
い
う
事
情
が
あ
っ
て
断
片
的
な
史
料
や
挿
話
か

ら
伺
う
し
か
な
い
が
、
山
元
春
挙
が
杉
本
哲
二
郎
に
並
々
な
ら
ぬ
親
近
感
と
画
才
へ

の
期
待
を
寄
せ
て
内
弟
子
と
し
、「
春
江
」の
号
を
与
え
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

ち
な
み
に
、
杉
本
哲
郎
が
師
・
山
元
春
挙
か
ら
「
春
江
」
を
与
え
ら
れ
た
の
は
先

述
の
よ
う
に
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
現
存
す
る
史
料
の

上
で
は
、
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
五
月
十
一
日
付
け
で
明
治
絵
画
会
第
七
回
絵
画

展
覧
会
に
出
品
さ
れ
た
「
春
暖
」
な
る
作
品
に
対
し
て
、「
京
都
府

杉
本
春
江
」

に
対
し
て
褒
状
三
等
を
与
え
た
賞
状
の
写（

32
）

が
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
も
っ

て
春
江
作
品
の
初
見
と
す
る
。
次
い
で
、
大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
一
月
五
日
付
け

『
大
阪
朝
日
新
聞
』
京
都
付
録
の
「
美
術
界
」
欄
に
掲
載
さ
れ
た
次
の
記
事（

33
）

が

あ
る
。

　
　

美
術
界

山
元
画
塾
早
苗
会
に
て
は
過
般
新
年
賀
礼
式
当
日
大
正
六
年
中
月
次

研
究
会
の
成
績
を
発
表
し
左
記
四
氏
を
表
彰
し
て
何
れ
も
師
匠
春
挙
画
伯
筆
色

紙
一
葉
を
贈
与
し
、
晩
葉
氏
へ
は
特
に
賞
状
を
も
授
与
し
た
り
と

　
　

▲
一
年
皆
出
品

柴
田
晩
葉
、
貴
道
春
風

　
　

▲
優
作　
　
　
　

柴
田
晩
葉
、
杉
本
春
江

ま
た
、
制
作
年
次
の
明
ら
か
な
現
存
作
品
の
中
で
、「
春
江
」
号
が
用
い
ら
れ
る
初

例
は
、
大
正
九
年
作
の
「
桃
」（
絹
本
著
色
）
で
あ
る（

34
）。

署
名
は
「
春
江
作
」、

落
款
は
「
春
江
」（
白
文
）
と
「
哲
」（
朱
文
）
の
二
顆
を
捺
し
て
い
る
。
こ
れ
以
降
、

史
料（

35
）

に
よ
っ
て
大
正
八
年
「
狐
火
」、「
狐
の
怪
」、「
風
景
」「
静
物
」、
大
正
九

年
「
近
江
富
士
」、「
暖
風
」、大
正
十
一
年
「
竹
生
島
」、「
近
江
富
士
（
帝
展
入
選
作
）」

な
ど
、「
春
江
」
号
の
も
と
多
数
の
作
品
が
生
み
出
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。

四
、
杉
本
春
江
か
ら
哲
郎
へ
の
改
号
と
落
款
を
め
ぐ
る
通
説
へ
の
疑
問

杉
本
哲
郎
が
師
・
山
元
春
挙
か
ら
与
え
ら
れ
た
「
春
江
（
し
ゅ
ん
こ
う
）」
号
を

捨
て
た
の
は
、
哲
郎
が
早
苗
会
を
脱
退
し
、
か
つ
師
か
ら
破
門
さ
れ
た
一
九
二
三
年

（
大
正
一
二
）
の
こ
と
と
す
る
の
が
定
説
で
あ
る（

36
）。

だ
が
筆
者
は
、
正
確
に
い
え
ば
こ
の
定
説
に
は
誤
り
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
今

回
、
雅
号
に
つ
い
て
客
観
的
に
知
る
た
め
、
現
存
す
る
作
品
の
署
名
と
落
款
を
可
能

な
限
り
一
覧
表
に
し
て
み
た
の
が
、別
表
の
「
杉
本
哲
郎
作
品
落
款
一
覧
」
で
あ
る
。

現
存
作
品
の
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
は
、
主
と
し
て
一
九
九
八
年
に
刊
行
さ
れ
た
栗
東
歴
史

民
俗
博
物
館
編
の
企
画
展
『
宗
教
画
家
杉
本
哲
郎
』
展
示
カ
タ
ロ
グ
、
お
よ
び

二
〇
二
二
年
に
刊
行
さ
れ
た
長
浜
市
長
浜
城
歴
史
博
物
館
編
の
西
田
天
香
生
誕

一
五
〇
年
・
杉
本
哲
郎
生
誕
一
二
三
年
記
念
企
画
展
『
宗
教
画
家
杉
本
哲
郎
』
展

覧
会
図
録
の
二
冊
に
掲
載
さ
れ
た
、
哲
郎
作
品
の
写
真
図
版
か
ら
お
こ
な
っ
た
。
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そ
の
結
果
に
よ
る
と
、「
春
江
」
号
の
署
名
は
制
作
年
の
明
確
な
も
の
で
は

一
九
一
七
年
（
大
正
六
）
か
ら
一
九
二
四
年
（
大
正
一
三
）
ま
で
の
も
の
に
み
ら
れ
、

推
定
大
正
期
の
作
品
ま
で
含
め
る
と
七
点
が
現
存
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
に
捺
さ
れ
た

落
款
印
は
「
春
江
」
が
最
も
多
く
、
の
べ
四
顆
を
数
え
、
次
い
で
「
哲
」
が
三
顆
、

他
に
「
春
江
漁
夫
」「
哲
生
」
が
各
一
顆
と
な
る
。
哲
郎
は
春
江
号
時
代
か
ら
、「
春
江
」

印
と
併
せ
て
本
名
の
一
字
で
あ
る
「
哲
」
文
字
の
落
款
印
を
用
い
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
。
ま
た
、の
ち
の
一
九
五
〇
年
（
昭
和
二
五
）
に
再
び
用
い
る
こ
と
に
な
る
「
春

江
漁
夫
」
印
文
の
印
が
、
春
江
号
時
代
に
も
捺
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
再
確
認
し
て
お

き
た
い
。
捺
さ
れ
た
作
品
は
、制
作
年
未
詳
な
が
ら
大
正
期
に
推
定
さ
れ
る
「
瓢
箪
」

で
、
長
浜
市
豊
国
神
社
の
社
務
所
天
袋
に
描
か
れ
た
作
品
で
あ
る（

37
）。

父
方
の
ル
ー

ツ
で
あ
る
長
浜
と
、母
方
の
ル
ー
ツ
で
自
ら
の
出
生
地
で
も
あ
る
大
津
の
二
か
所
に
、

「
春
江
漁
夫
」
落
款
の
作
品
が
遺
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
は
留
意
が
必
要
だ
。

さ
ら
に
、
何
よ
り
も
注
目
す
べ
き
事
実
は
一
九
二
四
年
（
大
正
一
三
）
段
階
で
、

い
ま
だ
に
「
春
江
」
の
署
名
と
落
款
を
有
す
る
作
品
が
制
作
さ
れ
、
少
な
く
と
も
二

点
が
現
存
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
定
説
で
は
そ
の
前
年
に
「
春
江
」
号
は
捨
て
ら

れ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
事
実
は
異
な
る
。
二
点
の
う
ち
の
一
点
は
「
椿
」
で

「
大
正
十
三
稔
／
四
月
作
／
春
江
」
の
署
名
と
「
春
江
」
の
朱
文
方
印
が
、
も
う
一

点
は
「
海
月
」
で
「
十
三
稔
初
夏
／
春
江
作
」
の
署
名
と
「
春
江
」
の
白
文
方
印
が

捺
さ
れ
て
い
て
、
い
ず
れ
も
ま
が
う
方
な
き
真
作
で
あ
る（

38
）。

現
存
作
品
に
お
け
る
「
哲
郎
」
雅
号
の
初
出
は
、
一
九
二
五
年
（
大
正
一
四
）
制

作
の
「
五
月
の
野
道
」
だ
。
二
〇
二
二
年
に
企
画
展
「
西
田
天
香
と
杉
本
哲
郎
―
長

浜
ゆ
か
り
の
偉
大
な
思
想
家
と
芸
術
家
―
」（
長
浜
城
歴
史
博
物
館
会
場
）
に
出
品
さ

れ
て
注
目
を
浴
び
た
。
展
覧
会
担
当
者
の
坂
口
泰
章
氏
は
「
新
緑
の
季
節
、
山
々
に

続
く
一
本
の
野
道
が
描
か
れ
て
い
る
。
野
道
の
左
右
に
茂
る
青
々
と
し
た
若
草
が
印

象
的
」
な
写
実
作
品
だ
と
解
説
し
、
こ
の
こ
ろ
、
哲
郎
が
洋
画
家
・
鹿
子
木
孟
郎
か

ら
デ
ッ
サ
ン
を
学
ん
で
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る
と
と
も
に
、
本
作
に
つ
い
て
「
油
絵

の
よ
う
に
絵
具
を
厚
く
塗
り
重
ね
た
表
現
に
洋
画
研
究
の
成
果
が
み
ら
れ
る
。」（

39
）

と
評
し
た
。
早
苗
会
時
代
に
師
や
先
輩
ら
か
ら
批
判
さ
れ
て
い
た
洋
画
風
の
表
現
を

自
由
に
用
い
、
の
び
や
か
に
描
か
れ
た
本
作
は
ま
さ
に
、
春
江
号
か
ら
脱
し
て
画
家
・

哲
郎
と
し
て
歩
み
始
め
た
時
期
の
作
品
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
だ
と
い
え
る
。

さ
ら
に
い
え
ば
、「
五
月
の
野
道
」
の
署
名
は
「
杉
本
哲
郎
」
と
フ
ル
ネ
ー
ム
で

書
か
れ
て
お
り
、書
体
も
謹
直
な
楷
書
だ
。
こ
う
し
た
作
品
は
他
に
現
存
例
が
な
く
、

か
し
こ
ま
っ
た
、
あ
ら
た
ま
っ
た
、
あ
る
い
は
緊
張
し
た
心
持
ち
を
感
じ
さ
せ
る
。

新
し
い
雅
号
に
ま
だ
慣
れ
て
い
な
い
時
期
に
描
か
れ
た
作
品
で
あ
る
こ
と
を
、
示
唆

し
て
い
よ
う
。「
杉
本
哲
郎
」
の
雅
号
は
、
一
九
二
五
年
か
ら
用
い
始
め
ら
れ
た
も

の
と
み
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

ち
な
み
に
、
一
九
二
七
年
（
昭
和
二
）
以
降
は
署
名
が
あ
れ
ば
必
ず
「
哲
郎
」
の

二
文
字
の
み
が
書
か
れ
、
晩
年
に
い
た
る
ま
で
例
外
は
な
い
。

落
款
印
の
印
文
に
つ
い
て
は
昭
和
戦
前
期
に
は
「
哲
郎
」
の
漢
字
二
文
字
が
多
く
、

戦
後
の
一
九
四
六
年
か
ら
六
三
年
こ
ろ
ま
で
は
「
哲
郎
」
に
加
え
て
ひ
ら
が
な
四
文

字
の
「
て
つ
ろ
う
」
や
、「
哲
」
一
文
字
、「
哲
画
印
」
三
文
字
、
ま
た
花
押
印
な
ど

が
多
様
に
使
い
分
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
印
を
用
い
ず
、肉
筆
の
花
押
（
墨
書
、

朱
書
、
金
書
な
ど
多
彩
）
を
も
っ
て
落
款
と
す
る
場
合
も
多
い
。
そ
の
中
で
、
ひ
ら

が
な
の
「
て
つ
ろ
う
」
印
を
用
い
る
の
は
、
比
較
的
小
品
や
リ
ッ
ラ
ク
ス
し
て
描
か

れ
た
作
品
に
多
い
よ
う
で
あ
る
。
一
九
五
〇
年
産
業
文
化
館
壁
画
「
来
迎
図
（
舎
利

供
養
）」
の
「
春
江
漁
夫
」
印
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
例
外
中
の
例
外
に
属
す
。

一
九
六
三
年
以
後
は
ほ
ぼ
「
哲
」
一
文
字
の
印
を
用
い
る
こ
と
が
多
い
。
哲
郎
の

も
と
に
は
一
九
六
三
年
に
「
香
葉
居
士
」
に
依
頼
し
て
篆
刻
し
た
印
が
複
数
現

存（
40
）

し
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
愛
用
し
た
も
の
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

五
、
杉
本
哲
郎
自
身
が
語
る
師
・
山
元
春
挙
へ
の
思
い

杉
本
哲
郎
が
一
九
四
九
年
（
昭
和
二
四
）
に
描
い
た
大
壁
画
「
舎
利
供
養
」
に
、

か
つ
て
の
師
で
あ
る
山
元
春
挙
か
ら
与
え
ら
れ
、
か
つ
破
門
に
伴
い
捨
て
た
は
ず
の
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「
春
江
」
号
の
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
意
味
に
つ
い
て
考
え
る
た
め
に
は
、
哲

郎
自
身
が
春
挙
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
思
い
を
抱
い
て
い
た
か
に
つ
い
て
追
究
す
る

必
要
が
あ
る
。

哲
郎
が
内
弟
子
の
こ
ろ
、
師
・
春
挙
が
門
人
に
対
し
て
振
る
う
権
力
の
濫
用
ぶ
り

や
、私
生
活
の
放
漫
さ
な
ど
に
つ
い
て
反
発
を
感
じ
て
い
た
こ
と
が
、正
井
尚
夫
『
宗

教
画
家
杉
本
哲
郎
の
生
と
死
―
円
山
の
花
の
か
す
み
を
―
』（
一
九
八
五
、
ミ
ネ
ル

ヴ
ァ
書
房
）
に
伝
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
の
生
々
し
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
哲
郎
本
人
か

ら
の
聞
き
取
り
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
多
少
の
誇
張
は
あ
っ
て
も
真
実
を
伝
え
て
い

る
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
同
書
に
は
破
門
後
の
哲
郎
に
、
こ
と
あ
る
ご
と
に
〝
影
〟

に
よ
っ
て
そ
の
行
く
手
を
は
ば
ま
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た（

41
）

と
の
指
摘
が
あ
っ
て
、

早
苗
会
関
係
者
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
「
嫌
が
ら
せ
」
に
哲
郎
が
辟
易
し
て
い
た
こ
と

も
示
唆
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
し
、
杉
本
哲
郎
は
画
人
と
し
て
の
師
に
敬
意
を
抱
き
、
自
分
こ
そ
が
山
元
春

挙
の
画
業
を
真
に
継
ぐ
者
だ
と
考
え
て
い
た
。
哲
郎
自
身
が
遺
し
た
ス
ク
ラ
ッ
プ

ブ
ッ
ク
の
中
に
、
一
九
三
六
年
（
昭
和
一
一
）
二
月
二
〇
日
付
け
『
金
沢
新
報
』
掲

載
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事（

42
）

が
あ
る
。

　
　
（
見
出
し
）「
春
挙
画
伯
の
後
継
は
僕
」
と
主
人
公
杉
本
氏
は
語
る

　
　

市
内
上
柿
木
畠
藤
屋
旅
館
の
お
く
ま
つ
た
一
室
に
ロ
マ
ン
ス
の
主
人
公
杉
本
画

伯
を
と
へ
ば
俊
英
な
面
を
か
ゞ
や
か
せ
て
か
た
る
（
中
略
）「
僕
は
先
生
（
山
元

春
挙
画
伯
を
指
す
）
の
真
の
後
継
者
は
僕
だ
と
信
ず
る
、
何
故
な
ら
ば
先
生
は

そ
の
恩
師
の
凡
て
を
習
ひ
つ
く
し
て
更
に
自
己
の
境
地
を
拓
か
れ
た
、
だ
か
ら

僕
も
先
生
か
ら
出
て
先
生
と
は
異
つ
た
僕
の
境
地
を
拓
か
う
と
―
―
い
ま
現
に

拓
き
つ
ゝ
あ
る
の
で
す
、
弟
子
が
師
の
境
地
か
ら
一
歩
も
出
る
こ
と
が
で
き
な

い
と
し
た
ら
そ
れ
は
師
の
亜
流
と
な
る
こ
と
に
す
ぎ
な
い
、
し
か
し
僕
が
何
を

完
成
し
た
か
と
い
は
れ
ゝ
ば
何
も
完
成
し
て
ゐ
な
い
、
何
も
完
成
し
て
ゐ
な
い

と
い
ふ
と
こ
ろ
に
僕
達
青
年
の
力
が
希
望
が
あ
る
の
で
す
、
六
日
か
ら
旅
に
出

ま
す
、
そ
し
て
何
か
を
つ
か
ん
で
帰
り
た
い
と
考
へ
て
ゐ
ま
す
、
絵
の
た
め
に

か
け
た
僕
の
生
命
で
す
か
ら
倒
れ
る
ま
で
描
き
つ
々
け
た
い
と
思
ひ
ま
す
」
と

力
強
く
か
た
つ
た

こ
の
記
事
は
、
一
九
三
六
年
二
月
一
九
日
か
ら
二
三
日
ま
で
を
会
期
に
金
沢
市
の
百

貨
店
・
宮
市
大
丸
五
階
催
場
で
開
か
れ
た
「
杉
本
哲
郎
個
人
画
展
」
の
関
連
報
道
と

し
て
書
か
れ
た
も
の
で
、
当
時
の
哲
郎
が
抱
い
て
い
た
師
に
対
す
る
思
い
を
相
当
に

掘
り
下
げ
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
引
用
し
な
か
っ
た
当
該
記
事
の
前
段
に
は
哲
郎

の
生
い
立
ち
や
春
挙
へ
の
入
門
、
内
弟
子
と
し
て
「
天
賦
の
才
を
愛
さ
れ
、
わ
が
子

同
様
に
育
て
ら
れ
」
な
が
ら
も
、
帝
展
入
選
後
に
師
か
ら
「
貴
様
の
絵
は
邪
道
に
入

つ
て
ゐ
る
ぞ
」と
罵
倒
さ
れ
た
言
葉
を
は
ね
か
え
し
て
師
お
よ
び
日
本
画
壇
と
絶
縁
、

「
一
路
自
己
の
道
へ
進
ん
で
行
つ
た
」
こ
と
に
つ
い
て
も
紹
介
さ
れ
て
い
る（

43
）。

記
者
は
相
当
な
時
間
を
か
け
て
丁
寧
に
、
哲
郎
本
人
か
ら
聞
き
取
り
を
し
て
い
る
こ

と
が
理
解
で
き
よ
う
。

そ
う
し
た
記
事
の
中
で
哲
郎
は
、見
出
し
に
も
な
っ
て
い
る
通
り
明
確
に
「
先
生
」

の
真
の
後
継
者
は
僕
だ
、
と
誇
り
を
も
っ
て
述
べ
て
い
る
。
哲
郎
が
破
門
後
も
春
挙

の
こ
と
を
「
先
生
」
と
呼
び
続
け
て
い
た
こ
と
も
わ
か
る
。
哲
郎
は
、「
先
生
」
は

恩
師
（
こ
こ
で
は
森
寛
斎
を
指
し
て
い
よ
う
）
の
す
べ
て
を
学
び
つ
く
し
て
更
に
自

己
の
境
地
を
拓
い
た
の
だ
か
ら
、
自
分
も
春
挙
か
ら
出
て
自
己
の
境
地
を
拓
こ
う
と

し
て
い
る
の
だ
と
い
う
。
春
挙
門
の
中
で
、
こ
れ
だ
け
の
気
概
で
画
に
生
命
を
か
け

て
い
る
私
こ
そ
が
、
真
の
後
継
者
と
な
る
べ
き
者
だ
と
信
じ
て
い
る
、
と
い
う
絶
対

の
確
信
と
決
意
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
師
の
春
挙
が
一
九
三
三
年
七
月
一
二
日
に
亡
く

な
っ
て
か
ら
三
年
余
の
段
階
で
、
哲
郎
は
師
の
後
継
者
た
る
を
自
認
し
て
い
た
。

晩
年
に
至
っ
て
も
哲
郎
は
春
挙
を
「
先
生
」
と
呼
び
、
師
と
し
て
、
ま
た
偉
大
な

近
江
の
先
人
の
一
人
と
し
て
敬
意
を
示
し
て
い
た
。
一
九
八
二
年
（
昭
和
五
七
）、

滋
賀
県
の
文
化
情
報
誌
『
湖
国
と
文
化
』
第
二
〇
号
の
巻
頭
の
こ
と
ば
と
し
て
、

八
三
歳
の
杉
本
哲
郎
は
「
個
性
的
な
湖
国
文
化
を
」
と
題
す
る
一
文
を
寄
稿
し

た（
44
）。

哲
郎
は
湖
国
文
化
の
先
人
と
し
て
近
江
出
身
者
を
中
心
に
霊
仙
、
最
澄
、

円
仁
、
円
珍
、
源
信
、
良
源
、
中
江
藤
樹
、
杉
浦
重
剛
、
小
堀
遠
州
、
海
北
友
松
、
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吃
又
平
、
西
田
天
香
を
列
記
し
た
あ
と
、

　
　

そ
し
て
山
元
春
挙
先
生
（
私
の
旧
師
）
な
ど
多
士
済
々
で
あ
る
。

と
述
べ
て
い
る
。
師
・
春
挙
を
心
か
ら
尊
敬
し
な
い
限
り
、
彼
を
歴
史
的
な
文
化
人

の
列
に
加
え
る
こ
と
は
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
山
元
春
挙
を
、
進
ん
で
郷
土
の
偉
人
と

し
て
積
極
的
に
推
挙
し
よ
う
と
す
る
そ
の
姿
勢
は
、「
春
挙
の
後
継
者
」
の
自
認
に

ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

若
き
日
に
、
春
挙
か
ら
破
門
さ
れ
た
契
機
の
「
白
光
社
美
術
研
究
会
」
結
成
を
反

省
す
る
趣
旨
の
発
言
も
残
さ
れ
て
い
る
。
春
挙
に
入
門
後
の
修
業
時
代
を
振
り
返
り

つ
つ
、「
二
世
春
挙
に
な
れ
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
、
師
に
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
と
こ
ろ
が
若
気
の
至
り
と
い
う
の
か
、
慢
心
と
い
う
の
か
、
人
に
お
だ
て
ら

れ
て
白
光
社
と
い
う
同
人
結
社
を
し
た
の
が
師
の
逆
鱗
に
ふ
れ
て
破
門
。（

45
）」

と

い
う
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
で
あ
る
。
春
挙
は
み
ず
か
ら
の
画
塾
内
に
お
け
る
白
光
社

の
存
在
を
「
小
党
分
立
を
は
か
り
早
苗
会
の
統
制
を
乱
し
ひ
い
て
は
京
都
画
壇
の
発

展
を
妨
害
し
た
」（

46
）

と
み
な
し
、
解
散
さ
せ
た
。
一
九
二
三
年
に
師
に
よ
っ
て
行

わ
れ
た
こ
の
措
置
に
対
し
て
、
当
時
の
杉
本
春
江
（
哲
郎
）
は
同
志
四
名
（
龍
田
紅

陽
、
村
岡
萌
芽
、
松
崎
素
光
、
角
田
素
江
）
と
と
も
に
「
頑
と
し
て
白
光
社
維
持
に

努
め
」
早
苗
会
か
ら
分
離
脱
退
し
た（

47
）

の
で
あ
っ
た
が
、
晩
年
の
哲
郎
は
、
多
数

の
門
人
を
率
い
る
組
織
者
と
し
て
の
師
の
立
場
も
踏
ま
え
、
そ
う
し
た
師
の
論
理
に

一
定
の
理
解
を
示
す
心
境
に
至
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

一
方
、
師
・
春
挙
の
側
で
は
破
門
後
の
哲
郎
を
ど
の
よ
う
に
見
て
い
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
実
は
春
挙
も
哲
郎
の
努
力
を
認
め
、
活
躍
を
密
か
に
喜
ん
で
い
た
形
跡
が
あ

る
。
哲
郎
は
一
九
三
三
年
（
昭
和
八
）
七
月
に
ア
ト
リ
エ
社
か
ら
最
初
の
画
集
『
杉

本
哲
郎
画
集
及
画
論
』
を
上
梓
、
そ
の
出
版
記
念
会
に
山
元
春
挙
へ
の
招
待
状
を
送

付
し
た
と
こ
ろ
、
意
外
に
も
次
の
よ
う
な
自
筆
の
返
書
が
届
い
た
と
い
う（

48
）。

　
　

あ
れ
以
来
き
み
は
熱
心
に
勉
強
し
て
い
る
と
聞
い
て
陰
な
が
ら
喜
ん
で
い
る
。

こ
ん
ど
ア
ト
リ
エ
社
か
ら
立
派
な
本
を
出
し
た
と
の
こ
と
。
春
挙
塾
で
は
、
こ

れ
ま
で
誰
一
人
画
集
な
ど
出
し
た
も
の
は
な
く
、
き
み
が
最
初
の
人
だ
。
自
分

は
何
を
お
い
て
も
祝
い
に
行
き
た
い
と
思
う
が
、
病
中
で
か
ら
だ
の
自
由
が
き

か
ぬ
の
で
失
礼
す
る

正
井
尚
夫
『
宗
教
画
家
杉
本
哲
郎
の
生
と
死
』
に
伝
え
る
と
こ
ろ
だ
が
、
返
書
の
内

容
に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
原
史
料
を
引
用
し
た
も
の
と
信
じ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
春
挙
も
ま

た
、
門
人
と
し
て
初
の
画
集
刊
行
と
い
う
快
挙
を
成
し
遂
げ
た
哲
郎
を
祝
福
し
、「
あ

れ
（
破
門
）」
以
来
の
絶
縁
を
修
復
し
た
い
と
念
願
し
て
い
た
。
春
挙
は
白
光
社
問

題
の
際
、
門
下
の
大
番
頭
で
あ
る
小
村
大
雲
ら
強
硬
派
の
手
前
、
厳
し
い
破
門
措
置

を
取
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。「
何
を
お
い
て
も
祝
い
に
行
き
た
い
」
と
い
う
春
挙

の
声
は
社
交
辞
令
で
は
な
く
、
本
心
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
返
書
を
出
し
て
か
ら
間
も

な
い
七
月
一
二
日
に
春
挙
は
逝
去
し
て
し
ま
う
。

哲
郎
は
京
都
市
紫
野
の
大
徳
寺
で
営
ま
れ
た
師
・
春
挙
の
葬
儀
に
駆
け
付
け
、
霊

前
に
画
集
を
捧
げ
よ
う
と
し
た
が
小
村
大
雲
の
「
破
門
者
は
近
づ
い
て
は
な
ら
ん
」

と
い
う
大
声
で
の
静
止
に
阻
ま
れ
、
師
に
別
れ
を
告
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
よ

う
で
あ
る（

49
）。

そ
の
こ
と
は
、
哲
郎
の
心
に
深
い
悔
恨
と
し
て
刻
ま
れ
た
の
で
は

な
い
か
。
画
に
命
を
か
け
る
哲
郎
は
、
か
く
し
て
ま
す
ま
す
、
画
に
よ
っ
て
師
を
追

悼
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
の
だ
と
筆
者
は
感
じ
る
。

六
、
師
へ
の
鎮
魂
と
供
養
の
思
い
を
こ
め
た
「
来
迎
図
」、
改
め
「
舎
利
供
養
」

琵
琶
湖
文
化
館
の
大
壁
画
「
舎
利
供
養
」
の
制
作
に
つ
い
て
、
論
を
進
め
た
い
。

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
一
九
六
〇
年
（
昭
和
三
五
）
に
建
設
中
の
同
館
に
移

設
さ
れ
た
こ
の
作
品
は
、
そ
も
そ
も
一
九
四
九
年
（
昭
和
二
四
）
に
滋
賀
県
立
産
業

文
化
館
の
壁
画
と
し
て
描
か
れ
た
も
の
で
、
制
作
当
初
は
作
者
で
あ
る
杉
本
哲
郎
に

よ
っ
て
「
来
迎
図
」
の
作
品
名
を
与
え
ら
れ
て
い
た
。

「
来
迎
図
」
で
あ
っ
た
理
由
は
、
先
述
の
と
お
り
産
業
文
化
館
に
お
い
て
壁
画
の

前
面
に
丈
六
の
木
造
阿
弥
陀
如
来
坐
像
（
重
要
文
化
財
、長
寿
寺
所
有
）
を
展
示
し
、

併
せ
て
立
体
的
な
阿
弥
陀
聖
衆
来
迎
の
図
像
を
顕
現
し
よ
う
と
企
図
さ
れ
た
か
ら
で
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あ
る
。
そ
の
た
め
、
壁
画
そ
の
も
の
に
脇
侍
と
し
て
観
音
・
勢
至
両
菩
薩
が
描
か
れ

て
い
て
も
、
阿
弥
陀
如
来
の
姿
は
描
か
れ
て
い
な
い
。

な
る
ほ
ど
そ
の
通
り
な
の
だ
が
、そ
れ
な
ら
ば
、ど
う
し
て
中
央
に
わ
ざ
わ
ざ
シ
ャ

カ
信
仰
に
基
づ
く
舎
利
塔
を
描
く
必
要
が
あ
る
の
か
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
こ
れ

ま
で
、「
本
尊
と
な
る
べ
き
阿
弥
陀
如
来
像
が
あ
る
以
上
、
こ
こ
に
新
た
な
本
尊
を

描
く
必
要
は
な
い
」
と
は
い
う
も
の
の
、「
作
品
と
し
て
も
完
璧
を
期
す
る
必
要
が

あ
る
と
も
考
え
ら
れ
た
の
で
、
作
品
の
本
尊
は
舎
利
と
す
る
こ
と
で
、
画
題
は
決
着

を
み
た
」（

50
）

も
の
と
説
明
さ
れ
て
き
た
。
壁
画
の
制
作
に
直
接
関
与
し
た
産
業
文

化
館
学
芸
員
・
宇
野
茂
樹
氏
の
証
言
に
基
づ
く
も
の
で
、
一
面
の
事
実
を
伝
え
て
い

る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

だ
が
、
本
当
に
そ
れ
だ
け
の
理
由
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
壁
画
の
前
に
巨
大
な
丈

六
の
阿
弥
陀
如
来
坐
像
を
安
置
す
れ
ば
、
し
ょ
せ
ん
鑑
賞
者
の
視
線
か
ら
は
舎
利
塔

の
存
在
な
ど
仏
像
の
陰
に
消
え
て
し
ま
う
。
見
映
え
上
は
、
あ
っ
て
も
な
く
て
も
同

じ
だ
。「
作
品
と
し
て
も
完
璧
を
期
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
の
こ
だ
わ
り
は
、
壁
画

制
作
の
依
頼
者
で
あ
る
県
側
か
ら
の
要
請
と
は
考
え
づ
ら
い
。
要
す
る
に
、
壁
画
作

者
で
あ
る
杉
本
哲
郎
が
「
描
か
せ
て
ほ
し
い
」
と
こ
だ
わ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
哲
郎
の
こ
だ
わ
り
は
「
壁
画
は
そ
の
建
造
物
の
持
つ
使
命
、
精
神
を
象

徴
す
る
意
図
に
よ
っ
て
描
か
れ
る
べ
き
も
の
で
、
単
に
室
内
を
装
飾
す
る
だ
け
で
な

く
、
も
っ
と
大
き
な
中
心
的
役
割
と
意
義
を
持
つ
も
の
」（

51
）

と
す
る
本
格
壁
画
論

で
あ
っ
た
。
滋
賀
県
立
産
業
文
化
館
の
設
立
精
神
は
「
次
代
県
民
の
幸
福
は
勿
論
、

平
和
国
家
興
隆
の
為
」
に
「
県
下
の
主
要
物
産
と
共
に
郷
土
古
典
文
化
の
粋
を
一
堂

に
集
め
、
産
業
の
発
達
と
文
化
の
向
上
と
を
、
相
互
連
関
的
に
と
り
あ
げ
る
」
産
業

と
文
化
の
殿
堂
（
服
部
岩
吉
知
事
の
式
辞
）
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
「
軍
国
日
本
の

馬
蹄
の
下
に
、
動
も
す
れ
ば
忘
れ
ら
れ
勝
ち
で
あ
つ
た
古
き
日
本
文
化
の
回

顧
」（

52
）

に
力
を
入
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
館
長
・
草
野
文
男
も
「
平
和
を
象
徴
し
て

本
邦
随
一
を
誇
る
壁
画
が
生
れ
た
」（

53
）

と
い
い
、
当
時
の
報
道
に
よ
る
と
杉
本
哲

郎
自
身
も
「
従
来
の
陰
気
な
仏
画
で
は
な
く
、
明
る
い
平
和
な
感
じ
を
与
え
る
近
代

仏
画
に
し
た
い
」（

54
）

と
語
る
な
ど
、
平
和
国
家
、
文
化
国
家
の
い
し
ず
え
と
な
る

施
設
を
設
立
す
る
こ
と
が
県
の
命
題
で
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
明
る
い
印
象
の
壁
画

を
描
く
の
だ
と
い
う
作
家
の
強
い
想
い
が
そ
の
上
に
重
な
っ
て
い
た
。

な
お
ま
た
、
た
だ
明
る
い
だ
け
の
絵
で
良
い
わ
け
で
も
な
か
っ
た
。
壁
画
の
前
で

は
仏
教
美
術
を
中
心
と
す
る
滋
賀
の
豊
か
な
文
化
財
を
展
示
す
る
と
い
う
事
情
も
あ

る
が
、
何
よ
り
も
悲
惨
な
十
五
年
戦
争
の
敗
戦
後
、
国
民
・
県
民
の
心
に
戦
争
に
よ

る
深
い
傷
が
生
々
し
く
残
っ
て
い
る
時
代
の
背
景
が
厳
然
と
し
て
存
在
し
た
。
平
和

へ
の
祈
り
は
、
戦
時
期
の
あ
ら
ゆ
る
悲
劇
へ
の
鎮
魂
と
一
体
の
も
の
で
あ
っ
た
と
い

え
る
。
哲
郎
が
壁
画
に
描
い
た
仏
舎
利
は
戦
争
の
時
代
に
失
わ
れ
た
人
々
の
遺
骨
を

あ
ら
わ
し
、
な
お
か
つ
は
る
か
昔
の
先
人
も
ふ
く
め
た
近
江
人
の
霊
魂
を
も
象
徴
し

て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
壁
画
の
前
に
立
つ
人
は
み
な
、
お
の
ず
と
自
分
の
大

事
な
人
の
魂
に
向
き
合
う
。
そ
し
て
阿
弥
陀
仏
や
観
音
勢
至
菩
薩
、
諸
菩
薩
が
迎
え

杉本哲郎「舎利供養」の観音菩薩像（部分）



－29－

来
た
っ
て
先
人
を
供
養
し
、
か
つ
観
覧
者
ご
と
「
浄
土
」
へ
と
導
い
て
い
く
。
そ
う

し
た
壮
大
な
構
図
と
し
て
企
画
さ
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か（

55
）。

な
お
い
え
ば
、
哲
郎
個
人
に
と
っ
て
舎
利
塔
の
「
主
」
は
、
師
・
山
元
春
挙
で
あ
っ

た
。
先
に
示
し
た
よ
う
に
、
一
九
三
三
年
七
月
に
春
挙
が
亡
く
な
る
直
前
、
哲
郎
は

師
と
心
の
和
解
を
果
た
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
兄
弟
子
の
妨
害
に

遭
っ
て
、
師
の
葬
儀
に
参
列
す
る
こ
と
が
叶
わ
な
か
っ
た
。
持
論
の
壁
画
論
も
掲
載

し
た
初
の
画
集
を
、
師
の
霊
前
に
献
呈
す
る
こ
と
す
ら
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
悔
恨

を
晴
ら
す
好
機
こ
そ
が
、
産
業
文
化
館
の
大
壁
画
制
作
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
と
思

う
の
だ
。
春
挙
・
哲
郎
師
弟
共
通
の
故
郷
で
あ
る
滋
賀
県
の
依
頼
に
よ
っ
て
、
県
庁

舎
に
隣
接
し
た
県
立
産
業
文
化
館
に
「
仏
画
」
を
描
く
こ
と
に
な
る
。
今
回
は
春
挙

門
の
先
輩
ら
に
よ
る
「
影
」
に
邪
魔
さ
れ
る
心
配
は
な
く
、
当
時
日
本
一
の
大
き
さ

と
い
わ
れ
た
巨
大
壁
画
を
制
作
で
き
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
こ
に
画
家
と
し
て
の
想

い
の
す
べ
て
を
ぶ
ち
こ
み
、
春
挙
の
真
の
後
継
者
と
し
て
の
力
量
を
発
揮
し
た
い
と

意
気
込
む
の
が
当
然
で
あ
ろ
う
。
一
九
三
六
年
、
金
沢
で
の
個
展
開
催
段
階
で
は
完

成
し
て
い
な
か
っ
た
「
僕
の
境
地
」
を
、
今
こ
そ
師
と
世
間
と
に
示
す
べ
き
時
で
も

あ
っ
た
。

杉
本
哲
郎
は
、
師
・
山
元
春
挙
へ
の
鎮
魂
の
思
い
を
こ
め
て
、
壁
画
「
来
迎
図
」

を
描
い
た
。
中
央
画
面
に
描
か
れ
た
舎
利
塔
の
仏
舎
利
は
師
の
遺
骨
で
あ
り
、
近
江

の
先
人
の
魂
で
も
あ
る
。
舎
利
塔
の
下
方
に
は
「
哲
郎
」
の
署
名
が
書
か
れ
、「
春

江
漁
夫
」
の
朱
文
方
印
（
法
量
三
・
八
×
三
・
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
が
捺
さ
れ
た
。

師
の
鎮
魂
供
養
の
た
め
に
こ
そ
、
封
印
し
て
い
た
「
春
江
」
号
を
用
い
た
と
い
う
の

が
哲
郎
の
真
意
、
ま
た
深
意
で
は
な
か
っ
た
か
。
そ
う
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
一
九
五
五

年
に
産
業
文
化
館
を
武
道
場
に
用
途
変
更
す
る
話
が
も
ち
あ
が
っ
た
際
、
哲
郎
は
壁

画
を
消
す
か
、
移
設
す
る
か
の
措
置
を
強
く
要
求
し
た
。
武
道
と
平
和
を
祈
念
す
る

壁
画
と
の
違
和
感
を
訴
え
た
の
だ
が
、
師
の
魂
を
供
養
す
る
舎
利
塔
の
前
で
、
静
寂

を
破
る
行
為
を
働
い
て
ほ
し
く
な
い
と
い
う
思
い
も
強
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

一
九
八
五
年
に
亡
く
な
っ
た
哲
郎
の
遺
品
の
中
に
、
春
挙
か
ら
与
え
ら
れ
て
早
苗

会
退
会
時
に
捨
て
た
と
さ
れ
る
「
春
江
」
号
の
印
（
実
物
）
数
顆
が
含
ま
れ
る
。
哲

郎
は
師
か
ら
破
門
さ
れ
て
後
、
決
し
て
そ
れ
ら
を
捺
す
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
た
だ

一
度
だ
け
、
師
を
追
悼
し
、
故
郷
近
江
の
先
人
を
供
養
す
る
畢
生
の
大
作
「
来
迎
図
」

に
の
み
用
い
た
（
実
際
に
用
い
た
「
春
江
漁
夫
」
印
そ
の
も
の
は
、
所
在
未
確
認
で

あ
る
が
）。
哲
郎
は
春
江
号
を
「
捨
て
た
」
の
で
は
な
く
、
師
へ
の
想
い
と
と
も
に

胸
中
に
秘
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
中
央
画
面
、
舎
利
塔
の
「
天
蓋
」
と
し
て
描
か
れ
た
樹
木
が
、
仏
教
に

お
け
る
三
大
聖
樹
の
う
ち
、
菩
提
樹
や
沙
羅
双
樹
な
ら
ぬ
「
無
憂
樹
」
な
の
は
興
味

深
い
。
筆
者
は
ブ
ッ
ダ
成
道
の
と
き
の
菩
提
樹
や
、入
滅
時
の
沙
羅
双
樹
で
は
な
く
、

仏
誕
ゆ
か
り
の
無
憂
樹
で
あ
る
こ
と
に
、
作
者
哲
郎
が
明
る
い
未
来
に
託
し
た
思
い

を
見
る
。
あ
る
い
は
、
い
ず
れ
近
江
か
ら
春
挙
・
哲
郎
の
画
業
を
さ
ら
に
継
ぐ
巨
匠

の
生
ま
れ
る
日
が
来
ら
ん
こ
と
を
、
彼
は
期
待
し
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
そ
う

想
像
す
る
こ
と
が
、
許
さ
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

一
九
四
九
年
に
杉
本
哲
郎
が
師
・
山
元
春
挙
へ
の
鎮
魂
の
思
い
を
こ
め
、
滋
賀
県

立
産
業
文
化
館
に
描
い
た
壁
画
「
来
迎
図
」
は
、
一
九
六
〇
年
に
滋
賀
県
立
琵
琶
湖

文
化
館
に
移
設
さ
れ
た
。「
舎
利
供
養
」
の
名
で
知
ら
れ
る
大
壁
画
は
今
な
お
、
杉

本
哲
郎
の
代
表
作（

56
）

と
し
て
近
江
の
地
に
健
在
で
あ
る
。

杉本哲郎「舎利供養」の落款署
名「哲郎」、印「春江漁夫」
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ま
と
め

琵
琶
湖
文
化
館
の
別
館
に
存
在
す
る
杉
本
哲
郎
作
の
大
壁
画
「
舎
利
供
養
」
の
落

款
印
と
し
て
捺
さ
れ
た
「
春
江
漁
夫
」
の
印
文
に
つ
い
て
、
捺
さ
れ
た
経
緯
と
作
者

が
意
図
し
た
押
印
の
意
味
に
つ
い
て
論
じ
て
き
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
画
面
中
央
下
に

書
か
れ
た
杉
本
哲
郎
の
自
筆
署
名
は
「
哲
郎
」
で
通
例
の
も
の
な
が
ら
、
そ
の
下
に

捺
さ
れ
た
朱
文
方
印
の
印
文
が
「
春
江
漁
夫
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
疑
問
が
あ
る

た
め
で
、署
名
（
哲
郎
＝
山
元
春
挙
門
を
破
門
と
な
っ
て
か
ら
の
新
号
）
と
印
影
（
春

江
＝
大
正
期
に
停
止
し
た
旧
号
）
の
組
み
合
わ
せ
の
矛
盾
に
つ
い
て
、
理
由
や
事
情

を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

ま
ず
、
一
九
四
九
年
（
昭
和
三
六
）
の
制
作
時
に
、
滋
賀
県
立
産
業
文
化
館
の
壁

画
と
し
て
描
か
れ
た
作
品
の
名
前
は
「
来
迎
図
」
で
あ
り
、
名
付
け
た
の
は
作
者
の

杉
本
哲
郎
本
人
で
あ
ろ
う
こ
と
を
述
べ
た
。

次
に
、
一
九
五
四
年
に
行
わ
れ
た
滋
賀
県
知
事
選
挙
の
結
果
知
事
の
交
代
が
お
き

て
、
産
業
文
化
館
が
武
道
場
へ
と
用
途
変
更
の
憂
き
目
を
み
た
こ
と
、
杉
本
哲
郎
の

強
い
要
請
を
容
れ
て
一
九
五
六
年
春
に
壁
画
を
切
り
取
り
、
警
察
機
動
隊
本
部
で
仮

保
管
し
た
こ
と
。
さ
ら
に
一
九
六
〇
年
一
一
月
か
ら
一
二
月
に
か
け
て
、
警
察
か
ら

建
設
中
の
滋
賀
県
立
琵
琶
湖
文
化
館
へ
搬
入
さ
れ
、
草
野
文
男
館
長
の
判
断
に
よ
り

一
九
六
一
年
三
月
に
開
館
す
る
琵
琶
湖
文
化
館
別
館
の
壁
画
と
し
て
「
接
収
」
さ
れ

た
こ
と
を
述
べ
た
。
こ
れ
以
降
、
壁
画
は
「
舎
利
供
養
」
の
名
で
呼
ば
れ
る
。

次
い
で
、
山
元
春
挙
が
弟
子
に
し
た
杉
本
哲
二
郎
（
本
名
）
に
与
え
た
「
春
江
」

号
に
つ
い
て
論
じ
た
。
春
挙
の
号
の
一
部
か
ら「
春
」、さ
ら
に
琵
琶
湖
の
イ
メ
ー
ジ
、

お
よ
び
近
江
国
の
別
名
江
州
か
ら
「
江
」
の
文
字
を
合
わ
せ
て
名
付
け
た
「
春
江
」

の
号
は
、
師
の
春
挙
が
同
郷
の
親
し
い
門
弟
と
し
て
特
別
の
期
待
を
こ
め
て
名
付
け

た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
。

さ
ら
に
、
現
存
す
る
杉
本
哲
郎
（
春
江
時
代
を
含
む
）
作
品
の
署
名
と
落
款
を
一

覧
表
に
ま
と
め
、
春
江
号
か
ら
哲
郎
号
へ
の
変
遷
を
検
証
し
た
。
結
果
と
し
て
、「
春

江
」号
の
落
款
は
師
に
破
門
さ
れ
て
早
苗
会
を
脱
退
し
た
と
さ
れ
る
一
九
二
三
年（
大

正
一
二
）
ま
で
で
は
な
く
、
そ
の
翌
年
の
一
九
二
四
年
ま
で
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と

を
指
摘
す
る
と
と
も
に
、
一
九
二
五
年
が
作
品
上
「
杉
本
哲
郎
」
号
の
初
出
で
、
署

名
の
硬
さ
や
不
慣
れ
な
感
じ
か
ら
も
実
際
に
一
九
二
五
年
（
大
正
一
四
）
か
ら
哲
郎

号
を
名
乗
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
た
。
そ
し
て
、
や
は
り
「
哲
郎
」
の
署
名

と
「
春
江
漁
夫
」
の
印
か
ら
な
る
「
来
迎
図
＝
舎
利
供
養
」
の
落
款
が
例
外
中
の
例

外
に
属
し
て
い
る
こ
と
を
再
確
認
し
た
。

そ
の
あ
と
、
杉
本
哲
郎
が
破
門
後
に
か
つ
て
の
師
で
あ
る
山
元
春
挙
と
の
関
係
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
の
か
、
哲
郎
自
身
が
述
べ
て
い
る
史
料
を
探
し
て

明
ら
か
に
し
た
。
と
く
に
一
九
三
六
年
（
昭
和
一
一
）
に
金
沢
で
個
展
を
開
催
し
た

際
に
『
金
沢
新
報
』
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
答
え
た
記
事
が
貴
重
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ

る
と
、
哲
郎
は
春
挙
「
先
生
」
の
真
の
後
継
者
は
僕
だ
と
語
り
、
師
か
ら
出
て
自
己

の
境
地
を
開
拓
し
よ
う
と
す
る
決
意
を
表
明
し
て
い
る
。
晩
年
に
至
る
ま
で
、
哲
郎

が
師
の
画
業
へ
抱
く
敬
意
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
。

最
後
に
、「
来
迎
図
＝
舎
利
供
養
」
は
杉
本
哲
郎
が
師
・
山
元
春
挙
へ
の
追
悼
、

鎮
魂
の
思
い
を
こ
め
て
描
い
た
「
供
養
」
の
仏
画
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
た
。
描
か
れ

た
舎
利
は
師
の
遺
骨
で
あ
り
、
近
江
の
先
人
の
魂
で
も
あ
る
と
思
う
。
さ
ら
に
、「
春

江
漁
夫
」
の
落
款
は
師
の
鎮
魂
供
養
の
た
め
に
こ
そ
、
封
印
し
て
い
た
旧
号
を
た
だ

一
度
用
い
た
も
の
で
、
哲
郎
の
真
意
、
ま
た
深
意
が
そ
こ
に
込
め
ら
れ
た
特
別
の
行

為
で
あ
る
と
結
論
し
た
。

や
は
り
、
こ
の
壁
画
は
特
別
な
作
品
で
、
山
元
春
挙
の
後
継
者
を
自
認
し
た
杉
本

哲
郎
が
ふ
た
り
の
故
郷
・
滋
賀
県
に
遺
し
た
、
代
表
作
で
も
あ
る
。

フ
リ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
出
雲
一
郎
氏
は
本
作
品
の
落
款
に
つ
い
て
の
筆
者
の

見
解
を
い
ち
早
く
『
滋
賀
夕
刊
』
紙
上
で
紹
介
さ
れ
た（

57
）

が
、
同
時
に
「
琵
琶
湖

文
化
館
の
説
明
資
料
に
巨
大
壁
画
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
は
、ほ
ん
の
初
期
だ
け
で
、

い
つ
の
間
に
か
『
な
か
っ
た
』
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。」（

58
）

と
も
批
判
さ
れ
た
。
鋭

い
指
摘
で
、
実
に
そ
の
通
り
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
筆
者
を
含
む
県
関
係
者
が
杉
本
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哲
郎
の
「
舎
利
供
養
」
に
作
品
と
し
て
の
正
当
な
評
価
を
与
え
て
こ
な
か
っ
た
こ
と

は
、
謙
虚
に
反
省
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
壁
画
保
存
可
否
の
議
論
と
は
ま
た
別
に
、
作

品
と
し
て
の
研
究
を
し
っ
か
り
と
な
す
べ
き
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
な
か
っ
た
か
ら
、

今
さ
ら
「
春
江
漁
夫
」
の
印
を
見
つ
け
て
驚
く
事
態
に
な
っ
た
の
だ
と
思
う
。

い
ま
ま
さ
に
、
杉
本
哲
郎
の
「
舎
利
供
養
」
を
専
門
的
な
観
点
か
ら
多
角
的
に
研

究
、
再
評
価
し
、
そ
の
成
果
を
活
用
し
て
新
・
琵
琶
湖
文
化
館
の
収
蔵
品
と
し
て
長

く
未
来
へ
伝
え
て
い
く
こ
と
が
、
是
非
と
も
必
要
な
段
階
に
至
っ
た
。
本
稿
が
そ
の

第
一
歩
と
な
る
こ
と
を
期
し
て
、
稿
を
閉
じ
た
い
。

（
い
の
う
え

ま
さ
る
・
滋
賀
県
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
文
化
財
保
護
課
課
長
補
佐

兼
滋
賀
県
立
琵
琶
湖
文
化
館
副
館
長
）

註
（
１
）
『（
仮
称
）
新
・
琵
琶
湖
文
化
館
基
本
計
画
』（
二
〇
二
一
、
滋
賀
県
）

（
２
）

前
掲
『（
仮
称
）
新
・
琵
琶
湖
文
化
館
基
本
計
画
』
二
八
〜
二
九
頁

（
３
）
『
京
都
新
聞
』
二
〇
二
一
年
四
月
一
五
日
朝
刊

一
六
版
二
七
面
（
社
会
三
面
）
記
事

見
出
し
「
壁
画

県
が
一
部
破
棄

琵
琶
湖
文
化
館

杉
本
哲
郎
『
舎
利
供
養
』
遺
族

『
失
望
、
移
設
を
求
め
る
』」。
見
出
し
に
い
う
壁
画
の
「
一
部
破
棄
」
と
は
、
県
が

二
〇
一
八
年
に
県
立
体
育
文
化
館
（
旧
県
立
産
業
文
化
館
）
を
用
途
廃
止
し
て
解
体
し

た
際
、
産
業
文
化
館
時
代
に
杉
本
哲
郎
が
描
き
な
が
ら
琵
琶
湖
文
化
館
へ
は
移
設
不
可

能
で
あ
っ
た
欄
間
（
小
間
壁
）
な
ど
の
小
部
品
が
、建
物
ご
と
廃
棄
さ
れ
た
こ
と
を
指
す
。

琵
琶
湖
文
化
館
に
現
存
す
る
壁
画
の
保
存
問
題
と
は
別
の
件
で
あ
る
。

（
４
）
『
朝
日
新
聞
』
二
〇
二
二
年
三
月
八
日
朝
刊

一
三
版
二
五
面
（
滋
賀
面
）
記
事

見
出
し
「
眠
れ
る
巨
大
壁
画
に
光
明

戦
後
の
文
化
史
上
重
要
後
継
施
設
へ

琵
琶
湖

文
化
館
に

一
七
日
に
見
学
会
」。

（
５
）
『
滋
賀
県
立
産
業
文
化
館
報
告
書

一
』（
一
九
五
〇
、
滋
賀
県
立
産
業
文
化
館
）
二
一
頁

（
６
）
『
滋
賀
県
立
産
業
文
化
館
報
告
書

一
』（
前
掲
）
口
絵
解
説

（
７
）

伊
東
ひ
ろ
美
「
杉
本
哲
郎
の
『
日
本
画
』
観
」（
企
画
展
『
宗
教
画
家
杉
本
哲
郎
』
展
示

カ
タ
ロ
グ
六
一
頁
、
一
九
九
八
、
栗
東
歴
史
民
俗
博
物
館
）

（
８
）

井
上
優
「
服
部
岩
吉
の
生
涯
と
政
治
思
想
」（
企
画
展
『
服
部
岩
吉
―
湖
国
デ
モ
ク
ラ
シ
ー

の
足
跡
―
』
展
示
図
録
（
二
〇
〇
〇
、
栗
東
歴
史
民
俗
博
物
館
）
一
九
〜
二
〇
頁

（
９
）

岩
国
万
里
夫
『
服
部
岩
吉
』（
一
九
六
七
）
二
二
五
頁

（
10
）

滋
賀
県
立
産
業
文
化
館
本
館
の
建
物
は
、
も
と
も
と
一
九
三
六
年
（
昭
和
一
一
）
に
大

日
本
武
徳
会
が
募
金
を
集
め
て
建
設
し
た
武
道
場
で
あ
っ
た
が
、
敗
戦
後
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
よ

り
一
時
武
徳
会
が
解
散
さ
せ
ら
れ
て
県
有
財
産
と
な
っ
て
い
た
も
の
を
改
修
し
て
、

一
九
四
八
年
一
一
月
三
日
に
博
物
館
兼
物
産
陳
列
場
と
し
て
開
館
し
た
も
の
で
あ
っ
た

（
井
上
ひ
ろ
美
「
滋
賀
県
に
お
け
る
地
域
博
物
館
史
の
一
事
例
―
滋
賀
県
立
産
業
文
化
館

か
ら
滋
賀
県
立
琵
琶
湖
文
化
館
へ
―
」
滋
賀
県
立
琵
琶
湖
文
化
館
『
研
究
紀
要
』
第

二
三
号
、
二
〇
〇
七
・
二
三
〜
二
四
頁
）。

（
11
）
『
滋
賀
県
立
産
業
文
化
館
報
告
書

五
』（
一
九
五
五
、
滋
賀
県
立
産
業
文
化
館
）
六
三
頁

（
12
）
『
滋
賀
県
立
産
業
文
化
館
報
告
書

一
』（
前
掲
）
一
九
頁

（
13
）

滋
賀
県
立
琵
琶
湖
文
化
館
所
蔵
公
文
書
『
壁
画
関
係
書
類
綴
』
所
収
の
「
予
算
配
賦
に

つ
き
申
請
（
写
）」（
昭
和
二
四
年
七
月
二
五
日
付
け
滋
文
化
第
一
九
三
号
）
の
中
に
、
産

業
文
化
館
の
壁
画
制
作
の
た
め
の
予
算
を
要
求
す
る
背
景
と
し
て
「
偶
々
本
県
出
身
西

印
度
ア
ジ
ヤ
ン
タ
―
洞
窟
等
を
調
査
し
た
吾
国
壁
画
研
究
の
権
威
杉
本
哲
郎
画
伯
が
犠

牲
的
揮
毫
の
申
出
も
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の
外
壁
面
に
壁
画
を
施
し
ま
す
こ
と
は
本
館

陳
列
場
設
備
の
充
実
を
図
る
好
機
と
存
じ
ま
す
」
と
述
べ
ら
れ
、
杉
本
哲
郎
自
身
が
「
犠

牲
的
揮
毫
」
の
覚
悟
を
も
っ
て
制
作
に
取
り
掛
か
ろ
う
と
し
て
い
た
志
の
ほ
ど
が
わ
か

る
。

（
14
）
『
滋
賀
日
日
新
聞
』
一
九
五
五
年
一
二
月
七
日
朝
刊
（
第
一
〇
五
三
六
号
）
一
面
記
事
「
産

業
文
化
館
の
転
用

壁
画
執
筆
者
か
ら
物
言
い

そ
の
前
で
剣
術
お
断
り
〝
画
を
移
し

て
欲
し
い
〟」（『
杉
本
哲
郎
作
成
履
歴
資
料
・
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク
』
杉
本
太
郎
氏
所
蔵
）

（
15
）
『
滋
賀
日
日
新
聞
』
一
九
五
五
年
一
二
月
七
日
朝
刊
（
第
一
〇
五
三
六
号
）
前
掲
記
事
の

続
き
に
掲
載
さ
れ
た
「
武
道
場
転
用
派
の
中
原
県
警
本
部
長
」
コ
メ
ン
ト
に
よ
る
。

（
16
）

滋
賀
県
立
琵
琶
湖
文
化
館
所
蔵
公
文
書
『
壁
画
関
係
書
類
綴
』（
前
掲
）
所
収
の
、
壁
画

移
設
経
緯
を
記
し
た
清
書
記
録
に
よ
る
。

（
17
）

井
上
優
「
琵
琶
湖
文
化
館
創
建
の
理
念
と
館
名
に
つ
い
て
」（
滋
賀
県
立
琵
琶
湖
文
化
館
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『
研
究
紀
要
』
第
三
八
号
、
二
〇
二
二
）
二
二
〜
二
六
頁

（
18
）

肚
人
（
草
野
文
男
）「
あ
と
が
き
」『
琵
琶
湖
文
化
館
創
建
記
念
誌
』（
一
九
五
一
、
滋
賀
県

観
光
文
化
館
建
設
後
援
会
）
二
三
八
ペ
ー
ジ

（
19
）

滋
賀
県
立
琵
琶
湖
文
化
館
所
蔵
公
文
書
『
壁
画
関
係
書
類
綴
』（
前
掲
）
所
収
の
、「
壁
画

概
誌
」
に
よ
る
。
同
記
録
に
よ
る
と
、
杉
本
哲
郎
の
ほ
か
に
四
人
の
門
下
生
ら
が
助
力

し
て
五
人
で
作
品
を
描
き
、
彼
ら
の
「
揮
毫
日
計
表
」
が
次
の
通
り
掲
げ
ら
れ
る
。

杉
本
哲
郎
画
伯
自
九
月
十
六
日
至
十
月
三
十
一
日
、
自
十
一
月
二
十
七
日
至
十
二
月
十
二
日

計
六
十
二
日

村
山
好
生
氏

自
九
月
十
九
日
至
十
月
三
十
一
日
、

計
四
十
三
日

西
村
魁
人
氏

自
十
月
二
日
至
十
月
六
日
、
自
十
月
二
十
一
日
至
十
月
二
十
四
日

計
九
日

野
口
茂
彦
氏

十
月
一
日
、
十
月
二
日
、
十
月
十
六
日
、
十
月
二
十
三
日

計
四
日

小
杉
泰
作
氏

自
十
月
三
日
至
十
月
六
日
、
自
十
月
二
十
一
日
至
十
月
二
十
三
日

計
七
日

（
20
）

滋
賀
県
立
琵
琶
湖
文
化
館
所
蔵
公
文
書
『
壁
画
関
係
書
類
綴
』（
前
掲
）
所
収
の
、
壁
画

移
設
経
緯
を
記
し
た
清
書
記
録
、
お
よ
び
館
蔵
写
真
資
料
に
よ
る
。

（
21
）

企
画
展『
宗
教
画
家
杉
本
哲
郎
』展
示
カ
タ
ロ
グ
六
六
頁
所
収「
杉
本
哲
郎
略
歴
」（
前
掲
）

（
22
）

企
画
展『
宗
教
画
家
杉
本
哲
郎
』展
示
カ
タ
ロ
グ
六
六
頁
所
収「
杉
本
哲
郎
略
歴
」（
前
掲
）

（
21
）

企
画
展
『
宗
教
画
家
杉
本
哲
郎
』
展
示
カ
タ
ロ
グ
六
三
頁
所
収
「
杉
本
哲
郎
略
歴
」、

一
九
九
八
、
栗
東
歴
史
民
俗
博
物
館

（
22
）

杉
本
哲
郎
渡
印
後
援
会
事
務
局
（
恩
賜
京
都
博
物
館
方
・
滋
賀
県
立
産
業
文
化
館
方
）『
杉

本
哲
郎
渡
印
後
援
会
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
』（
一
九
五
〇
）

（
23
）

井
上
ひ
ろ
美
「
杉
本
哲
郎
」（
石
丸
正
運
編
『
近
江
の
画
人
』
二
〇
二
〇
、
サ
ン
ラ
イ
ズ

出
版
）
一
四
八
頁
。

春
江
の
「
江
」
が
江
州
を
意
味
す
る
と
い
う
伝
に
つ
い
て
は
、
正
井
尚
夫
『
宗
教
画
家

杉
本
哲
郎
の
生
と
死
』（
前
掲
）
三
五
頁
に
次
の
記
述
が
あ
る
。
杉
本
哲
郎
か
ら
の
聞
き

取
り
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。

「
弟
子
は
早
苗
会
の
会
員
た
る
べ
し
」
と
い
う
内
規
が
あ
っ
て
、
哲
郎
は
入
門
と
同
時

に
同
会
員
に
な
り
、
江
州
出
身
と
い
う
こ
と
で
春
挙
か
ら
「
春
江
」
と
い
う
雅
号
を

も
ら
っ
た
。

（
24
）
『
20
世
紀
物
故
日
本
画
家
事
典
』（
一
九
九
八
、美
術
年
鑑
社
）三
一
一
頁
所
収「
服
部
春
陽
」

の
項
に
よ
る

（
25
）

井
上
ひ
ろ
美
「
山
元
桜
月
」（
前
掲
『
近
江
の
画
人
』）
一
二
六
〜
一
二
七
頁

（
26
）

井
上
ひ
ろ
美
「
疋
田
春
湖
」（
前
掲
『
近
江
の
画
人
』）
一
二
八
〜
一
二
九
頁

（
27
）

井
上
ひ
ろ
美
「
疋
田
春
湖
」（
前
掲
）
一
二
八
頁

（
28
）

伊
東
ひ
ろ
美
「
杉
本
哲
郎
の
『
日
本
画
観
』」（
前
掲

企
画
展
『
宗
教
画
家
杉
本
哲
郎
』

展
示
カ
タ
ロ
グ
所
収
）
六
〇
頁

（
29
）

正
井
尚
夫
『
宗
教
画
家
杉
本
哲
郎
の
生
と
死
―
円
山
の
花
の
か
す
み
を
―
』（
一
九
八
五
、

ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
）
三
四
頁
。
杉
本
哲
郎
本
人
か
ら
の
聞
き
取
り
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。

よ
り
江
州
弁
ら
し
く
正
確
に
復
元
す
る
な
ら
、「
江
州
人
ら
し
ゅ
う
、
き
ば
っ
て
勉
強
し

て
く
れ
や
」
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
30
）

正
井
尚
夫
『
宗
教
画
家
杉
本
哲
郎
の
生
と
死
』（
前
掲
）
三
四
頁

（
31
）

正
井
尚
夫
『
宗
教
画
家
杉
本
哲
郎
の
生
と
死
』（
前
掲
）
三
八
頁

（
32
）

杉
本
哲
郎
作
成
履
歴
資
料
・
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク
（
杉
本
太
郎
氏
所
蔵
）
所
収

（
33
）

杉
本
哲
郎
作
成
履
歴
資
料
・
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク
（
前
掲
）
所
収

（
34
）

企
画
展
『
宗
教
画
家
杉
本
哲
郎
』（
前
掲
）
二
二
頁

（
35
）

杉
本
哲
郎
作
成
履
歴
資
料
・
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク
（
前
掲
）
に
よ
る

（
36
）

哲
郎
が
一
九
二
三
年
に
「
春
江
」
号
を
捨
て
た
と
す
る
記
述
の
代
表
例
を
次
に
掲
げ
る
。

亀
田
正
雄
「
宗
教
画
家
の
巨
人
、
杉
本
哲
郎
」（
企
画
展
『
宗
教
画
家
杉
本
哲
郎
』
展
示

カ
タ
ロ
グ
九
頁
、
一
九
九
八
、
栗
東
歴
史
民
俗
博
物
館
）

　
　
　
　
　

さ
ら
に
翌
年
は
所
属
し
て
い
た
早
苗
会
の
主
宰
者
、
春
挙
か
ら
哲
郎
ら
の
絵
画
研
究

グ
ル
ー
プ
「
白
光
社
」
が
絵
画
の
本
流
を
逸
脱
し
て
い
る
と
解
散
を
命
じ
ら
れ
た
。

多
く
は
師
の
教
え
に
従
っ
た
が
、
哲
郎
は
も
は
や
師
が
権
力
を
も
つ
官
展
へ
の
魅
力

は
全
く
な
く
、
脱
会
を
申
し
出
た
。
そ
れ
は
自
動
的
に
師
か
ら
の
破
門
で
あ
り
、
哲

郎
の
青
春
苦
悩
の
時
代
、
師
か
ら
与
え
ら
れ
た
「
春
江
」
の
雅
号
は
終
っ
た
。
関
東

大
震
災
の
起
こ
っ
た
大
正
一
二
年
（
一
九
二
三
）、
二
五
歳
だ
っ
た
。

正
井
尚
夫
『
宗
教
画
家
杉
本
哲
郎
の
生
と
死
』（
前
掲
）
三
四
頁

　
　
　
　
　

大
正
十
二
年
に
な
っ
た
。（
中
略
）
哲
郎
は
も
う
決
河
の
勢
い
で
あ
っ
た
。
師
が
く

れ
た
「
春
江
」
を
捨
て
本
名
「
哲
二
郎
」
の
「
二
」
を
抜
い
て
雅
号
に
す
る
こ
と
に
し
、

こ
ん
ご
は
一
切
の
官
展
に
出
品
し
な
い
で
孤
独
の
道
を
行
く
決
意
を
固
め
た
。
も
う

妥
協
の
二
字
は
な
か
っ
た
。
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（
37
）

企
画
展
『
宗
教
画
家
杉
本
哲
郎
』（
前
掲
）
二
一
頁
掲
載
図
版
に
よ
る
。

（
38
）

企
画
展
『
宗
教
画
家
杉
本
哲
郎
』（
前
掲
）
二
三
頁
掲
載
図
版
に
よ
る
。

（
39
）

西
田
天
香
生
誕
一
五
〇
年
・
杉
本
哲
郎
生
誕
一
二
三
年
記
念
企
画
展
『
宗
教
画
家
杉
本

哲
郎
』
展
覧
会
図
録
（
二
〇
二
二
、
長
浜
市
長
浜
城
歴
史
博
物
館
）
図
版
解
説
（
坂
口

泰
章
執
筆
）
七
六
頁

（
40
）

西
田
天
香
生
誕
一
五
〇
年
・
杉
本
哲
郎
生
誕
一
二
三
年
記
念
企
画
展
『
宗
教
画
家
杉
本

哲
郎
』
展
覧
会
図
録
（
前
掲
）
七
五
頁
掲
載
図
版
に
よ
る
。

（
41
）

正
井
尚
夫
『
宗
教
画
家
杉
本
哲
郎
の
生
と
死
』（
前
掲
）
三
〇
六
頁

（
42
）
『
金
沢
新
報
』
一
九
三
六
年
二
月
二
〇
日
記
事
（
見
出
し
）「
春
挙
画
伯
の
後
継
は
僕
」
と

主
人
公
杉
本
氏
は
語
る
（
前
掲

杉
本
哲
郎
作
成
履
歴
資
料
・
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク
所
収
）

（
43
）
『
金
沢
新
報
』
の
記
者
が
こ
れ
ほ
ど
丁
寧
に
杉
本
哲
郎
に
対
し
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
、
詳

細
な
記
事
に
し
て
い
る
背
景
に
は
、
全
国
紙
の
『
東
京
日
日
新
聞
』
お
よ
び
『
大
阪
毎

日
新
聞
』
紙
上
に
一
九
三
三
年
六
月
か
ら
一
一
月
に
か
け
て
連
載
さ
れ
た
久
米
正
雄
の

小
説『
沈
丁
花
』の
影
響
が
あ
る
。『
沈
丁
花
』は
杉
本
哲
郎
を
モ
デ
ル
と
す
る
青
年
画
家
・

野
村
白
鳳
が
主
人
公
で
、
白
鳳
は
師
匠
の
娘
に
慕
わ
れ
養
子
と
な
る
幸
運
に
恵
ま
れ
な

が
ら
、
別
に
恋
人
が
い
る
た
め
師
の
も
と
を
離
れ
、
た
だ
一
つ
の
作
品
を
描
い
た
だ
け

で
死
ん
で
し
ま
う
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
で
あ
っ
た
（
挿
画
は
堂
本
印
象
）。『
金
沢
新
報
』

の
記
事
中
に
「
ロ
マ
ン
ス
の
主
人
公
」
と
書
か
れ
る
の
は
そ
の
た
め
で
、
引
用
記
事
の

前
段
見
出
し
に
も
「
沈
丁
花
の
主
人
公
杉
本
哲
郎
君
」
と
書
か
れ
る
な
ど
、
完
全
に
小

説
の
主
人
公
と
混
同
し
た
扱
い
を
受
け
て
い
た
。
哲
郎
は
あ
く
ま
で
新
聞
小
説
の
モ
デ

ル
に
さ
れ
た
だ
け
で
架
空
人
物
の
野
村
白
鳳
と
全
く
の
別
人
で
あ
る
こ
と
は
当
然
な
が

ら
、
作
者
の
久
米
正
雄
（
一
八
九
一
〜
一
九
五
二
）
が
哲
郎
と
交
流
の
深
か
っ
た
ロ
シ

ア
文
学
者
の
高
倉
テ
ル
（
輝
）
を
通
し
て
、
哲
郎
の
半
生
に
通
じ
て
い
た
こ
と
は
事
実

の
よ
う
で
あ
る
。
哲
郎
を
中
心
に
春
挙
門
の
若
手
が
結
成
し
た
「
白
光
社
美
術
研
究
会
」

の
活
動
が
破
門
の
契
機
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
も
各
紙
報
道
な
ど
を
通
し
て
広
く
知
ら
れ

て
い
る
中
で
、
師
・
春
挙
と
弟
子
・
哲
郎
を
巡
る
葛
藤
に
つ
い
て
は
、
国
民
的
な
興
味

関
心
の
的
と
な
っ
て
い
た
。

（
44
）

杉
本
哲
郎
「
個
性
的
な
湖
国
文
化
を
」（『
湖
国
と
文
化
』
第
二
〇
号

一
頁

巻
頭
の
こ

と
ば
）
一
九
八
二
、
滋
賀
県
文
化
振
興
事
業
団

（
45
）

杉
本
哲
郎
「
こ
ん
な
幸
せ
、
お
へ
ん
で
」（『
わ
が
人
生
の
と
き
―
心
の
金
言
集
』

一
九
七
六
、
毎
日
新
聞
社
）
一
七
一
頁

（
46
）

正
井
尚
夫
『
宗
教
画
家
杉
本
哲
郎
の
生
と
死
』（
前
掲
）
七
四
頁

（
47
）
『
大
阪
毎
日
新
聞
』
一
九
三
六
年
七
月
四
日
記
事
（
見
出
し
）「
春
挙
門
下
生
が
白
光
社
創

設

早
苗
会
を
脱
退
」
杉
本
哲
郎
作
成
履
歴
資
料
・
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク
（
杉
本
太
郎

氏
所
蔵
）
所
収

（
48
）

正
井
尚
夫
『
宗
教
画
家
杉
本
哲
郎
の
生
と
死
』（
前
掲
）
九
六
〜
九
七
頁

（
49
）

正
井
尚
夫
『
宗
教
画
家
杉
本
哲
郎
の
生
と
死
』（
前
掲
）
九
七
頁

（
50
）

伊
東
ひ
ろ
美
「
杉
本
哲
郎
の
『
日
本
画
』
観
」（
前
掲
）
六
一
頁

（
51
）

杉
本
哲
郎
「
画
家
と
画
論
」（『
杉
本
哲
郎
画
集
及
画
論
』）
一
九
三
四
、
ア
ト
リ
エ
社

（
52
）
『
滋
賀
県
立
産
業
文
化
館
報
告
書

一
』（
前
掲
）
一
四
頁

（
53
）
『
滋
賀
県
立
産
業
文
化
館
報
告
書

五
』（
前
掲
）
あ
と
が
き

（
54
）
『
滋
賀
新
聞
』
一
九
四
九
年
一
〇
月
五
日
記
事
（
見
出
し
）「
日
本
初
の
大
壁
画

杉
本
画

伯
筆
お
ろ
し

産
業
文
化
館
」
杉
本
哲
郎
作
成
履
歴
資
料
・
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク
（
杉

本
太
郎
氏
所
蔵
）
所
収

（
55
）

幼
少
期
の
哲
郎
は
、
近
江
長
浜
出
身
の
祖
父
の
熱
烈
な
「
後
生
願
い
」
に
よ
る
読
経
の

場
に
連
な
り
、
夕
陽
の
中
に
西
方
浄
土
を
幻
視
す
る
体
験
を
も
つ
な
ど
阿
弥
陀
信
仰
に

親
し
ん
だ
（
杉
本
哲
郎
『
私
の
幼
少
時
代
』
一
九
六
三
、白
川
書
院

九
八
〜
一
〇
四
頁
）。

哲
郎
は
ま
た
一
九
五
〇
年
に
東
本
願
寺
法
主
大
谷
光
暢
夫
妻
が
産
業
文
化
館
を
視
察
し

た
際
に
も
随
行
す
る
な
ど
、
壁
画
「
来
迎
図
」
に
は
浄
土
真
宗
の
信
仰
が
背
景
に
あ
る
。

（
56
）

伊
東
ひ
ろ
美
「
杉
本
哲
郎
の
『
日
本
画
』
観
」（
前
掲
）
六
一
頁

　
　
　
　

伊
東
氏
は
産
業
文
化
館
に
描
か
れ
た
「
来
迎
図
」
を
「
建
築
物
と
そ
の
空
間
の
中
で
自

然
に
呼
吸
す
る
壁
画
」
で
あ
っ
た
と
評
価
し
、「
杉
本
哲
郎
の
画
論
を
そ
の
ま
ま
体
現
化

し
た
作
品
」
と
し
て
「
杉
本
哲
郎
の
代
表
作
」
で
あ
る
と
結
論
づ
け
た
。

（
57
）

出
雲
一
郎
「
杉
本
哲
郎
の
長
浜
物
語
⑫
師
匠
の
山
元
春
挙
と
和
解
の
『
画
印
』」（『
滋
賀

夕
刊
』
第
一
六
八
四
一
号
）
二
〇
二
二
年
四
月
一
一
日
掲
載

（
58
）

出
雲
一
郎
「
杉
本
哲
郎
の
長
浜
物
語
⑪
山
元
春
挙
の
門
を
離
れ
る
」（『
滋
賀
夕
刊
』
第

一
六
八
三
九
号
）
二
〇
二
二
年
四
月
七
日
掲
載
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本
稿
の
成
立
に
あ
た
っ
て
、
杉
本
太
郎
氏
（
杉
本
哲
郎
顕
彰
会
代
表
）
か
ら
写
真
や
史
料
の

提
供
、
ま
た
聞
き
取
り
や
ご
教
示
な
ど
多
面
に
亘
っ
て
格
別
の
ご
高
配
を
得
ま
し
た
。
ま
た
、

故
杉
本
一
郎
氏
や
故
宇
野
茂
樹
氏
、
故
亀
田
正
雄
氏
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
教
示
も
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

杉
本
哲
郎
の
研
究
者
で
あ
る
文
化
遺
産
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
代
表
の
井
上
ひ
ろ
美
氏
か
ら
は
、
多

く
の
史
料
や
情
報
を
提
供
い
た
だ
い
た
ほ
か
、
公
益
財
団
法
人
滋
賀
県
文
化
財
保
護
協
会
（
琵

琶
湖
文
化
館
担
当
Ｇ
Ｌ
）
の
志
村
恵
子
氏
か
ら
琵
琶
湖
文
化
館
館
蔵
の
公
文
書
や
写
真
資
料
等

に
つ
い
て
重
要
な
情
報
提
供
を
得
ま
し
た
。
本
願
寺
津
村
別
院
の
壁
画
「
無
明
と
寂
光
」
の
調

査
に
あ
た
っ
て
は
、
同
院
広
報
企
画
室
の
井
川
信
順
師
か
ら
教
示
を
得
ま
し
た
。

壁
画
の
移
設
可
能
性
調
査
や
現
地
説
明
会
「
杉
本
哲
郎
氏
作
『
舎
利
供
養
』
の
価
値
と
保
存
」

等
に
つ
い
て
は
、
大
原
嘉
豊
氏
（
京
都
国
立
博
物
館
学
芸
部
保
存
修
理
室
長
）、
坂
田
さ
と
こ

氏（
株
式
会
社
坂
田
墨
珠
堂
代
表
取
締
役
）、田
中
大
氏（
株
式
会
社
思
文
閣
代
表
取
締
役
社
長
）、

お
よ
び
杉
本
哲
郎
顕
彰
会
の
多
大
な
ご
協
力
を
得
る
と
と
も
に
、
滋
賀
県
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
文

化
財
保
護
課
文
化
財
活
用
推
進
・
新
文
化
館
開
設
準
備
室
の
各
位
（
佐
野
博
之
前
室
長
、
中
井

裕
昭
室
長
、
北
村
圭
弘
室
長
補
佐
、
雲
出
泰
弘
副
参
事
、
和
澄
浩
介
主
任
学
芸
員
、
田
澤
梓
学

芸
員
）
と
と
も
に
実
施
し
た
も
の
で
す
。

な
お
、
滋
賀
県
立
琵
琶
湖
文
化
館
の
田
澤
梓
氏
に
は
原
稿
の
編
集
・
校
正
等
の
一
切
に
お
い

て
、
格
別
の
お
骨
折
り
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　

多
く
の
関
係
者
に
対
し
て
、
深
甚
の
謝
意
を
表
し
ま
す
。

杉
本
哲
郎
略
歴
と
琵
琶
湖
文
化
館
壁
画
を
め
ぐ
る
略
年
表

明
治
三
二
年
（
一
八
九
九
）

〇
歳

五
月
二
五
日

大
津
市
梅
林
で
誕
生

大
正

二
年
（
一
九
一
三
）
一
四
歳

京
都
市
立
美
術
工
芸
学
校
入
学
、
山
元
春
挙

に
師
事
し
て
早
苗
会
入
会

　
　
　

三
年
（
一
九
一
四
）
一
五
歳

春
挙
か
ら
「
春
江
」
号
を
与
え
ら
れ
る

　
　
　

四
年
（
一
九
一
五
）
一
六
歳

京
都
市
立
絵
画
専
門
学
校
予
科
に
編
入
学

　
　
　

九
年
（
一
九
二
〇
）
二
一
歳

京
都
市
立
絵
画
専
門
学
校
を
卒
業
、
白
光
社

美
術
研
究
会
を
結
成

　
　

一
一
年
（
一
九
二
二
）
二
三
歳

第
四
回
帝
展
に
「
近
江
富
士
」
が
初
入
選

　
　

一
二
年
（
一
九
二
三
）
二
四
歳

白
光
社
解
散
措
置
に
反
発
し
て
早
苗
会
を
退

会
、
春
挙
門
を
除
名
・
破
門
さ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
春
江
」
号
を
捨
て
、
帝
展
出
品
を
や
め
た

と
い
わ
れ
る

　
　

一
四
年
（
一
九
二
五
）
二
六
歳
「
杉
本
哲
郎
」
号
の
作
品
初
出
か

昭
和

八
年
（
一
九
三
三
）
三
四
歳

山
元
春
挙
逝
去
、
享
年
六
三
歳

　
　

一
一
年
（
一
九
三
六
）
三
七
歳

大
作
「
樵
夫
」
を
完
成
さ
せ
、
鉄
道
省
が
買

い
上
げ
る

　
　

一
二
年
（
一
九
三
七
）
三
八
歳

都
ホ
テ
ル
壁
画
「
清
水
寺
縁
起
」
完
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
月
ア
ジ
ャ
ン
タ
ー
・
シ
ー
ギ
リ
ヤ
壁
画

の
模
写
の
た
め
、
イ
ン
ド
へ

　
　

一
四
年
（
一
九
三
九
）
四
〇
歳

ア
ジ
ャ
ン
タ
ー
・
シ
ー
ギ
リ
ヤ
壁
画
模
写
を

恩
賜
京
都
博
物
館
に
寄
贈

　
　

二
四
年
（
一
九
四
九
）
五
〇
歳

滋
賀
県
立
産
業
文
化
館
壁
画
と
し
て
「
来
迎

図
（
の
ち
に
「
舎
利
供
養
」
と
改
題
）」
制

作

　
　

二
六
年
（
一
九
五
一
）
五
二
歳

壁
画
の
前
面
に
展
示
さ
れ
て
い
た
重
文
木
造
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阿
弥
陀
如
来
坐
像
が
長
寿
寺
へ
返
還
さ
る

　
　

三
一
年
（
一
九
五
六
）
五
七
歳

産
業
文
化
館
の
用
途
変
更
に
伴
い
壁
画
を
切

り
取
り
、
警
察
機
動
隊
へ
運
搬
し
て
保
管

　
　

三
五
年
（
一
九
六
〇
）
六
一
歳

一
一
月
二
六
日
、
建
設
中
の
琵
琶
湖
文
化
館

へ
壁
画
を
搬
入
。
一
二
月
一
三
日
に
別
館
一

階
に
移
設
安
置
を
終
了
し
、
一
二
月
一
八
日

に
村
山
好
生
（
哲
郎
の
弟
子
で
壁
画
制
作
の

助
手
）
を
斎
主
と
し
て
壁
画
修
め
式
を
執
行

　
　

三
六
年
（
一
九
六
一
）
六
二
歳

三
月
二
〇
日
、
滋
賀
県
立
琵
琶
湖
文
化
館
が

開
館
。
壁
画
の
名
称
は
そ
れ
ま
で
に
「
舎
利

供
養
」
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。

　
　

四
四
年
（
一
九
六
九
）
七
〇
歳

津
村
別
院
壁
画
「
無
明
と
寂
光
」
完
成
、
世

界
十
大
宗
教
壁
画
制
作
に
着
手

　
　

五
四
年
（
一
九
七
九
）
八
〇
歳

世
界
十
大
宗
教
壁
画
が
完
成

　
　

六
〇
年
（
一
九
八
五
）
八
六
歳
「
マ
ハ
ヴ
ィ
ー
ラ
」「
欣
求
西
方
浄
土
」
を
滋

賀
県
立
近
代
美
術
館
に
寄
贈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

京
都
市
で
逝
去

平
成
二
〇
年
（
二
〇
〇
八
）　
　
　
　

滋
賀
県
立
琵
琶
湖
文
化
館
が
休
館

令
和

三
年
（
二
〇
二
一
）　
　
　
　

杉
本
哲
郎
顕
彰
会
が
壁
画
の
保
存
を
要
望

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

滋
賀
県
が
壁
画
を
保
存
し
、（
仮
称
）
新
・

琵
琶
湖
文
化
館
に
移
設
す
る
方
針
を
決
定

〈別表〉杉本哲郎作品落款一覧
作品名 制作年 西暦 署名 落款印 所有者 典拠

１ 瓢箪 大正期 春江 春江漁夫（朱文方印） 豊国神社 栗東展図録
２ 大島金久村 大正６ 1917 ＜なし＞ 哲生（朱文） 栗東展図録
３ 桃 大正９ 1920 春江作 春江（白文）、哲（朱文） 栗東展図録
４ 伊吹山 大正10頃 1921 春江 春江（白文）、哲（朱文）新健康協会 栗東展図録
５ 塔 大正12 1923 春江 ＜不明＞（白文円印） 栗東展図録
６ 田家山水図 大正３～ 12 春江 哲（朱文） 個人 長浜展図録
７ 椿 大正13 1924 春江 春江（朱文） 栗東展図録
８ 海月 大正13 1924 春江作 春江（白文） 栗東展図録
９ 五月の野道 大正14 1925 杉本哲郎 哲（白文） 京都市美術館 長浜展図録
10 小倉山の紅葉 昭和２ 1927 哲郎 哲（朱文） 新健康協会 長浜展図録
11 湯の原山の雪 昭和４ 1929 哲郎 哲郎（朱文長方印） 栗東展図録
12 四季花鳥 昭和７ 1932 哲郎 哲（朱文） 長浜展図録
13 閑庭 昭和10 1935 哲郎作 哲（朱文） 新健康協会 栗東展図録
14 黒猫 昭和10頃 1935 哲郎 哲郎（白文） 栗東展図録
15 翡翠図 昭和11 1936 哲郎 哲郎（朱文） 栗東展図録
16 大楠公 昭和11 1936 哲郎 哲郎（朱文） 栗東展図録
17 ぶどう 昭和11 1936 ＜なし＞ 哲生（朱文） 栗東展図録
18 清水寺縁起（壁画） 昭和12 1937 哲郎 哲画印（朱文長方印） ウエスティン都ホテル京都 現地確認
19 水辺 昭和12 1937 哲郎 哲郎（朱文） 豊国神社 栗東展図録
20 伊吹山 昭和12 1937 哲郎 哲郎（朱文） 豊国神社 栗東展図録
21 カンドワ 昭和12 1937 ＜なし＞ てつろう（朱文） 栗東展図録
22 アジャンター窟院群 昭和13 1938 哲郎 ＜肉筆鉛筆書花押＞ 新健康協会 栗東展図録
23 月光天像 昭和14 ～ 24 哲郎 ＜肉筆朱書花押＞ セガサミーホールディングス 長浜展図録
24 ヒマラヤ・キンチンジャンガより 昭和15 1940 哲郎 てつろう（朱文） 栗東展図録
25 遠峯映雪 昭和15 1940 哲郎 てつろう（朱文） 個人 長浜展図録
26 ジャワの女 昭和18 1943 哲郎 哲郎（朱文長方印） 栗東展図録
27 訶梨帝母 昭和21 1946 哲郎 てつろう（朱文） 栗東展図録
28 唐がらし 昭和21 1946 哲郎 哲生（朱文） 栗東展図録
29 仏誕 昭和21 1946 哲郎 哲郎（朱文） 栗東展図録
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30 富貴図 昭和21 1946 哲郎 てつろう（朱文） 栗東展図録
31 秋の山 昭和21 1946 ＜なし＞ てつろう（朱文） セガサミーホールディングス 長浜展図録
32 音羽の滝 昭和22 1947 ＜なし＞ てつろう（朱文） 栗東展図録
33 音羽山の滝 昭和22 1947 ＜なし＞ てつろう（朱文） セガサミーホールディングス 長浜展図録
34 山里月ヶ瀬 昭和23 1948 ＜なし＞ てつろう（朱文） 栗東展図録
35 来迎図→舎利供養（壁画） 昭和25 1950 哲郎 春江漁夫（朱文方印） 滋賀県立琵琶湖文化館 現地確認
36 婇女献花 昭和25 1950 哲郎 哲画印（朱文長方印） 栗東展図録
37 インドの踊り 昭和25 1950 哲郎 ＜肉筆金書花押＞ 個人 長浜展図録
38 不動明王 昭和25頃 1950 哲郎 哲郎（朱文） 栗東展図録
39 シヴァは踊る 昭和25頃 1950 哲郎 ＜花押印＞（朱文） セガサミーホールディングス 長浜展図録
40 東天薬宮 昭和26 1951 哲郎 哲（朱文） 個人 長浜展図録
41 コラバ（ムンバイ） 昭和27 1952 哲郎 ＜肉筆墨書花押＞ 新健康協会 長浜展図録
42 蟹とふぐ 昭和27頃 1952 哲郎 てつろう（朱文） 栗東展図録
43 訶梨帝母 昭和期 哲郎 ＜花押印＞（朱文） 栗東展図録
44 菩薩 昭和期 哲郎 哲（朱文） 栗東展図録
45 婇女献花 昭和期 哲郎 ＜肉筆墨書花押＞ 栗東展図録
46 菩薩 昭和20年代 哲郎 ＜花押印＞（朱文） 栗東展図録
47 画帖 昭和20年代 哲郎 ＜肉筆墨書花押＞ 栗東展図録
48 秋晴 昭和20 ～ 30年代 哲郎 哲画印（朱文長方印） セガサミーホールディングス 長浜展図録
49 五月の頃 昭和20年代 哲郎 ＜肉筆墨書花押＞ セガサミーホールディングス 長浜展図録
50 田植 昭和20 ～ 30年代 哲郎 てつろう（朱文） セガサミーホールディングス 長浜展図録
51 おい川 昭和30年頃 1955 哲郎 ＜肉筆墨書花押＞ 栗東展図録
52 海浜風景 昭和33 ～ 34 哲郎 哲（朱文） 栗東展図録
53 菩薩 昭和34 ～ 35 ＜なし＞ 哲画印（朱文長方印） 栗東展図録
54 エジプトの少女 昭和36 1961 哲郎 哲郎（朱文） セガサミーホールディングス 長浜展図録
55 熟果 昭和36 1961 ＜なし＞ てつろう（朱文） セガサミーホールディングス 長浜展図録
56 岩窟の聖観音 昭和37 1962 哲郎 哲（朱文） 栗東展図録
57 クリシュナの笛 昭和37 1962 哲郎 哲（朱文） 京都信用金庫 長浜展図録
58 サラスバチイ（B） 昭和38 1963 哲郎 哲（朱文） 栗東展図録
59 森のアラニヤニー 昭和38 1963 哲郎 てつろう（朱文） 栗東展図録
60 森のアラニヤニー 昭和38 1963 哲郎 ＜花押印＞（朱文） 個人 長浜展図録
61 不動尊 昭和38 1963 哲郎 哲（朱文） 栗東展図録
62 ミトゥナ 昭和38 1963 哲郎 ＜肉筆金書花押＞ セガサミーホールディングス 長浜展図録
63 毘沙門天像 昭和38 1963 哲郎 哲（朱文） 個人 長浜展図録
64 アプサラ 昭和30年代 哲郎 ＜花押印＞（朱文） セガサミーホールディングス 長浜展図録
65 鳩を持てる女神 昭和30 ～ 40年代 哲郎 哲（朱文） セガサミーホールディングス 長浜展図録
66 採果園 昭和30 ～ 40年代 哲郎 哲（朱文） セガサミーホールディングス 長浜展図録
67 菩薩の顔 昭和42 1967 哲郎 てつろう（朱文） 栗東展図録
68 サラスバティ 昭和43 1968 哲郎 哲（朱文横長方印） 京都信用金庫 長浜展図録
69 無明と寂光（壁画） 昭和44 1969 哲郎 ＜肉筆墨書花押＞ 本願寺津村別院 現地確認
70 法悦の釈尊 昭和44 1969 哲郎 哲（朱文横長方印） 新健康協会 栗東展図録
71 菩薩 昭和44 1969 ＜なし＞ 哲画印（朱文長方印） 新健康協会 長浜展図録
72 如意輪観音 昭和49 1974 哲郎 哲郎（朱文） セガサミーホールディングス 長浜展図録
73 水瓶を持てる菩薩 昭和49 1974 哲郎 ＜肉筆墨書花押＞ セガサミーホールディングス 長浜展図録
74 メッカへの礼拝（世界十大宗教壁画）昭和50 1975 哲郎 哲（朱文横長方印） 新健康協会 長浜展図録
75 十字架（世界十大宗教壁画） 昭和50 1975 哲郎 哲（朱文横長方印） 新健康協会 長浜展図録
76 菩薩歓喜 昭和51 1976 哲郎 ＜肉筆朱書花押＞ セガサミーホールディングス 長浜展図録
77 三輪山（世界十大宗教壁画） 昭和52 1977 哲郎 哲（朱文横長方印） 新健康協会 長浜展図録
78 デバダ神 昭和58 1953 哲郎 哲郎（白文） 栗東展図録
79 菩薩 昭和59 1984 哲郎 哲（朱文） 栗東展図録
80 マハ―ヴィーラ 昭和52 1977 哲郎 哲（朱文横長方印） 滋賀県立美術館 栗東展図録
81 ミトーナ 昭和58 1983 哲郎 哲（朱文） 栗東展図録
82 鳩を飼ふエジプトの女王 昭和59 1984 哲郎 哲（白文） 栗東展図録
83 如意輪観音 昭和59 1984 哲郎 ＜花押印＞（朱文） 栗東展図録
84 半跏思惟菩薩 昭和40 ～ 50年代 哲郎 哲（朱文横長方印） セガサミーホールディングス 長浜展図録
85 聖観音 昭和40 ～ 50年代 哲郎 哲（朱文） セガサミーホールディングス 長浜展図録
86 十六羅漢像 昭和60 1984 哲郎 ＜肉筆墨書花押＞ セガサミーホールディングス 長浜展図録
87 欣求西方浄土 昭和60 1985 哲郎 ＜肉筆金書花押＞ 滋賀県立美術館 栗東展図録
88 水蓮を持てる菩薩 昭和60 1985 哲郎 哲（白文） セガサミーホールディングス 長浜展図録
89 菩薩 昭和60 1985 哲郎 哲（朱文） セガサミーホールディングス 長浜展図録
90 菩薩立像 昭和60 1985 哲郎 哲（朱文） セガサミーホールディングス 長浜展図録
91 聖観音 昭和50 ～ 60年 哲郎 哲（白文） セガサミーホールディングス 長浜展図録
92 天女 昭和50 ～ 60年 哲郎 哲（白文） セガサミーホールディングス 長浜展図録
93 風神雷神 昭和50 ～ 60年 哲郎 ＜肉筆金書花押＞ セガサミーホールディングス 長浜展図録

＊『宗教画家 杉本哲郎』（栗東歴史民俗博物館、1998）、『杉本哲郎―長浜ゆかりの偉大な芸術家―』（長浜市長浜城歴史博物館、2022）両展図録の
所載図版等により作成




